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12月定例会 
12月定例議会ではこんなことが決まりました 

9人の議員が一般質問を行いました 

委員会のうごき 
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分
か
っ
て
い
て
も
、

い
ざ
自
身
の
身
に
降
り 

掛
か
る
と
、
巧
妙
な
手 

口
に
つ
い
だ
ま
さ
れ
て 

し
ま
う
「
振
り
込
め
詐 

欺
」
◆
昨
年
は
、
特
に 

被
害
者
が
急
増
し
、
過 

去
最
高
の
ペ
ー
ス
で
推 

移
し
、
被
害
者
の
約
七 

割
が
女
性
で
、
特
に
高

齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

◆
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
「
心

の
隙
」
を
突
か
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
を

よ
く
知
り
、
家
族
と
相
談
し
、
注

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　*

　*

　*

　*

　*

　*

　*

　* 

　
十
二
月
定
例
議
会
で
は
、
数
多

く
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
し
ま
し
た
。
特
に
、
陳
情

書
・
請
願
書
・
意
見
書
が
多
く
、

こ
れ
ら
を
議
長
が
受
理
し
た
後
、

議
会
運
営
委
員
会
で
、
所
管
の
各

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
審
議
し
ま

し
た
。
◆
「
採
択
」
あ
る
い
は
「
不

採
択
」
は
、
各
委
員
の
自
主
判
断

に
よ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
「
提

出
者
の
願
意
が
実
情
に
あ
て
は
ま
っ

て
い
る
の
か
、
適
切
で
あ
る
の
か
」

「
実
現
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
」 

ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
財
源
が

伴
う
こ
と
か
ら
、
将
来
の
財
政
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
厳
格
に
判

断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
も
、
住
民

の
要
望
を
受
け
、
誠
実
に
慎
重
を

期
し
て
審
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

◆
議
会
最
終
日
の
新
聞
記
事
に
、

斑
鳩
町
は
、
昨
今
、
妊
婦
に
係
わ

る
問
題
が
多
い
な
か
、
「
妊
婦
健

診
公
費
負
担
を
拡
充
、
現
行
の
三

倍
、
十
五
回
に
」
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
今
後
「
子
ど
も
を
安
心

し
産
み
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
」
の
も
の

で
す
。 

◆
本
年
も
、
住
民
の
皆
様
に
お
応

え
で
き
る
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
飯
�
委
員
長
記
） 

 

出初式（一斉放水） 



　（仮称）斑鳩町文化財活用センター建設について、もうこ

れ以上は箱物は要らない、建てるのなら住民投票で決めてく

れというのが多くの町民の声です。

　次に、入札の経緯と請負業者、落札率の不自然さです。総

合保健福祉会館同様、入札をやり直して予定価格を引き上げ

２社で入札。その結果、当初の予定価格で換算すると、１００％

に近い落札率で、落札業者は総合保健福祉会館と同じ村本

建設です。

　また、完成後の文化財活用センターの運営も、春と秋の年

２回だけ本物を展示し、大半の期間レプリカを展示。このよう

な施設を２億８，３００万円使って建設するというが、これが地元

の文化財を地元で保管・展示するという斑鳩町の文化財行

政なのかと言わざるをえません。

（仮称）斑鳩町文化財活用センター整備工事請負契約の締結について

南興留第三自治会で無償で使用している個人所有の子供広場
（地図･写真を添付）を、斑鳩町に買い取りを求める請願書について

【反　対　意　見】　西谷議員

【反　対　意　見】　伴議員

　南興留第三自治会の皆様が、多年にわたり維持管理してこ

られた子供広場が、土地所有者の事情により売却されること

となり、子供広場を残すために、町に買い取りしてほしい事情

はよく理解できます。議員全員が、できることなら子供広場

を残したいという気持ちを持っております。

　しかし、町内で、同様に民有地を借りておられる子供広場

は当自治会を含め１０箇所あります。

　今の斑鳩町の財政状況は、堅実に財政運営がなされてお

りますが、今後さらに少子高齢化が進み、住民ニーズが多様

化することにより、財政負担も大きくなると予想されます。

　このような将来の見通しの中で、町が土地を買い上げます

と、財政への影響は避けることができません。地元自治会の

皆様には、このような事情をどうかご理解をいだだけますよ

うお願いいたします。

　（仮称）斑鳩町文化財活用センターの整備は、単に国宝の

展示やガイダンスの施設としてだけでなく、長年の念願でも

ありました、これまでの貴重な出土品なども保管できる収蔵

機能も有し、斑鳩の文化財行政の調査・研究及び情報発信の

総合施設であります。

　このことは、地元において自分たちの貴重な文化遺産を目

の当たりにできることにより、町民の皆さんが郷土の文化財

を守り次の世代に伝えるという斑鳩に対する「郷土愛」を育

む絶好の機会となるとともに、斑鳩の特色あるまちづくり「歴

史と文化がくらしのなかに息づく新斑鳩の里」にぜひとも必

要な施設であると考え、私の賛成意見といたします。

【賛　成　意　見】　嶋田議員

【賛　成　意　見】　吉野議員

　この子供広場が無くなることは、一自治会の損失であるば

かりではなく、当町にとっても大きな損失であり、斑鳩町のま

ちづくりの基本理念が問われていると言っても過言ではあり

ません。

　地方財政の逼迫が言われている今こそ一律削減ではなく

メリハリの効いた行財政改革による人心の活性化が望まれ

ており、この子供広場を存続させることは、いかなる事業に

もまして優先させるべきであります。議会の精査もあり、理

事者側がいたずらに次々と民地公園を購入して町財政を破

綻させるなどということはあり得ないことであり、むしろ計画

的に多年次にわたる適正な価格による土地購入を考えてし

かるべきでありましょう。

　以上の理由から、「子供広場の請願」に賛成する意見とさ

せていただきます。

　
平
成
二
十
年
第
四
回
定
例
議
会

は
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
十

七
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
斑
鳩
町
乳
幼
児
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
十
三
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
、
一
件
の
請
願
、
四
件

の
陳
情
が
あ
り
、
請
願
に
つ
い
て

は
、
不
採
択
と
し
、
陳
情
に
つ
い

て
は
、
二
件
を
採
択
と
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
初
日
に
一
件
の
委
員
会

発
議
、
最
終
日
に
一
件
の
追
加
議

案
と
二
件
の
委
員
会
及
び
議
員
発

議
が
あ
り
、
追
加
議
案
及
び
委
員

会
発
議
二
件
を
可
決
し
、
意
見
書

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
送
付

し
ま
し
た
。 

 

斑鳩町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

について

斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例について

斑鳩町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

平成２０年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について

平成２０年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

平成２０年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２０年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２０年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

平成２０年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

（仮称）斑鳩町文化財活用センター整備工事請負契約の締結について

平群町公共下水道施設を本町に設置し、本町住民の利用に供することについて

南興留第三自治会で無償で使用している個人所有の子供広場（地図・写真を添

付）を、斑鳩町に買い取りを求める請願書について

要望書について（斑鳩町地域集会所施設整備費補助金交付の拡充について）

陳情書について

議場での国旗掲揚に関する陳情について

要望書について

奈良県立三室病院における産婦人科医師の緊急確保及び安定した産科医療体

制の充実を求める意見書について

奈良社会保険病院の公的機関としての存続を求める意見書について

ミニマムアクセス米の輸入を中止し、食料自給率の向上を求める意見書について

小吉田住宅自治会からの要望書
4ページに賛否の討論
12ページに関連記事

奈良社会保険病院の公的機
関としての存続を求める陳情
12ページに関連記事

14ページに関連記事

11ページに関連記事

案　　　件 結　果

予
　
　
算

条
　
　
例

契約

その他

請 

願 

・ 

陳 

情

発
　
議

満場一致で可決

賛成多数で可決

委員長報告どおり

満場一致で可決

不 採 択

不 採 択

採 択

採 択

満場一致で可決

満場一致で可決

賛成少数で否決

12月 

3ページに賛否の討論
11ページに関連記事

4ページに賛否の討論
15ページに関連記事

4ページに賛否の討論

12、16ページに関連記事

3ページに賛否の討論
13ページに関連記事
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　（仮称）斑鳩町文化財活用センター建設について、もうこ

れ以上は箱物は要らない、建てるのなら住民投票で決めてく

れというのが多くの町民の声です。

　次に、入札の経緯と請負業者、落札率の不自然さです。総

合保健福祉会館同様、入札をやり直して予定価格を引き上げ

２社で入札。その結果、当初の予定価格で換算すると、１００％

に近い落札率で、落札業者は総合保健福祉会館と同じ村本

建設です。

　また、完成後の文化財活用センターの運営も、春と秋の年

２回だけ本物を展示し、大半の期間レプリカを展示。このよう

な施設を２億８，３００万円使って建設するというが、これが地元

の文化財を地元で保管・展示するという斑鳩町の文化財行

政なのかと言わざるをえません。

（仮称）斑鳩町文化財活用センター整備工事請負契約の締結について

南興留第三自治会で無償で使用している個人所有の子供広場
（地図･写真を添付）を、斑鳩町に買い取りを求める請願書について

【反　対　意　見】　西谷議員

【反　対　意　見】　伴議員

　南興留第三自治会の皆様が、多年にわたり維持管理してこ

られた子供広場が、土地所有者の事情により売却されること

となり、子供広場を残すために、町に買い取りしてほしい事情

はよく理解できます。議員全員が、できることなら子供広場

を残したいという気持ちを持っております。

　しかし、町内で、同様に民有地を借りておられる子供広場

は当自治会を含め１０箇所あります。

　今の斑鳩町の財政状況は、堅実に財政運営がなされてお

りますが、今後さらに少子高齢化が進み、住民ニーズが多様

化することにより、財政負担も大きくなると予想されます。

　このような将来の見通しの中で、町が土地を買い上げます

と、財政への影響は避けることができません。地元自治会の

皆様には、このような事情をどうかご理解をいだだけますよ

うお願いいたします。

　（仮称）斑鳩町文化財活用センターの整備は、単に国宝の

展示やガイダンスの施設としてだけでなく、長年の念願でも

ありました、これまでの貴重な出土品なども保管できる収蔵

機能も有し、斑鳩の文化財行政の調査・研究及び情報発信の

総合施設であります。

　このことは、地元において自分たちの貴重な文化遺産を目

の当たりにできることにより、町民の皆さんが郷土の文化財

を守り次の世代に伝えるという斑鳩に対する「郷土愛」を育

む絶好の機会となるとともに、斑鳩の特色あるまちづくり「歴

史と文化がくらしのなかに息づく新斑鳩の里」にぜひとも必

要な施設であると考え、私の賛成意見といたします。

【賛　成　意　見】　嶋田議員

【賛　成　意　見】　吉野議員

　この子供広場が無くなることは、一自治会の損失であるば

かりではなく、当町にとっても大きな損失であり、斑鳩町のま

ちづくりの基本理念が問われていると言っても過言ではあり

ません。

　地方財政の逼迫が言われている今こそ一律削減ではなく

メリハリの効いた行財政改革による人心の活性化が望まれ

ており、この子供広場を存続させることは、いかなる事業に

もまして優先させるべきであります。議会の精査もあり、理

事者側がいたずらに次々と民地公園を購入して町財政を破

綻させるなどということはあり得ないことであり、むしろ計画

的に多年次にわたる適正な価格による土地購入を考えてし

かるべきでありましょう。

　以上の理由から、「子供広場の請願」に賛成する意見とさ

せていただきます。

　
平
成
二
十
年
第
四
回
定
例
議
会

は
、
十
二
月
一
日
か
ら
十
二
月
十

七
日
ま
で
の
十
七
日
間
の
会
期
で

開
か
れ
、
斑
鳩
町
乳
幼
児
医
療
費

助
成
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
な
ど
十
三
議
案
を
原
案
の
と
お

り
可
決
し
ま
し
た
。 

　
そ
の
他
、
一
件
の
請
願
、
四
件

の
陳
情
が
あ
り
、
請
願
に
つ
い
て

は
、
不
採
択
と
し
、
陳
情
に
つ
い

て
は
、
二
件
を
採
択
と
し
ま
し
た
。 

　
な
お
、
初
日
に
一
件
の
委
員
会

発
議
、
最
終
日
に
一
件
の
追
加
議

案
と
二
件
の
委
員
会
及
び
議
員
発

議
が
あ
り
、
追
加
議
案
及
び
委
員

会
発
議
二
件
を
可
決
し
、
意
見
書

に
つ
い
て
は
、
関
係
機
関
に
送
付

し
ま
し
た
。 

 

斑鳩町認可地縁団体印鑑の登録及び証明に関する条例の一部を改正する条例

について

斑鳩町附属機関設置条例の一部を改正する条例について

斑鳩町職員の勤務時間、休暇等に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町保育の実施に関する条例の一部を改正する条例について

斑鳩町乳幼児医療費助成条例の一部を改正する条例について

斑鳩町国民健康保険条例の一部を改正する条例について

平成２０年度斑鳩町一般会計補正予算（第５号）について

平成２０年度斑鳩町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について

平成２０年度斑鳩町公共下水道事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２０年度斑鳩町介護保険事業特別会計補正予算（第２号）について

平成２０年度斑鳩町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について

平成２０年度斑鳩町水道事業会計補正予算（第１号）について

（仮称）斑鳩町文化財活用センター整備工事請負契約の締結について

平群町公共下水道施設を本町に設置し、本町住民の利用に供することについて

南興留第三自治会で無償で使用している個人所有の子供広場（地図・写真を添

付）を、斑鳩町に買い取りを求める請願書について

要望書について（斑鳩町地域集会所施設整備費補助金交付の拡充について）

陳情書について

議場での国旗掲揚に関する陳情について

要望書について

奈良県立三室病院における産婦人科医師の緊急確保及び安定した産科医療体

制の充実を求める意見書について

奈良社会保険病院の公的機関としての存続を求める意見書について

ミニマムアクセス米の輸入を中止し、食料自給率の向上を求める意見書について

小吉田住宅自治会からの要望書
4ページに賛否の討論
12ページに関連記事

奈良社会保険病院の公的機
関としての存続を求める陳情
12ページに関連記事

14ページに関連記事

11ページに関連記事

案　　　件 結　果

予
　
　
算

条
　
　
例

契約

その他

請 

願 

・ 

陳 

情

発
　
議

満場一致で可決

賛成多数で可決

委員長報告どおり

満場一致で可決

不 採 択

不 採 択

採 択

採 択

満場一致で可決

満場一致で可決

賛成少数で否決

12月 

3ページに賛否の討論
11ページに関連記事

4ページに賛否の討論
15ページに関連記事

4ページに賛否の討論

12、16ページに関連記事

3ページに賛否の討論
13ページに関連記事
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　本定例会での一般質問は、１２月４日・５日の両日、９人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ１３人の方が傍聴に来られました。　

妊
婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
を 

　
十
四
回
以
上
に
拡
充
を 

 

飯　�　昭　二   議員 

議場での国旗掲揚に関する陳情について

【反　対　意　見】　木澤議員

　日の丸は、日本がアジア諸国に対する侵略戦争を行った際

に、その旗印として使われてきました。ですから、いまだに国

民のなかでも意見が大きく分かれており、国旗を掲揚するこ

とについて、国民的に、また斑鳩町の住民的にも合意が得ら

れていません。

　陳情者は、国旗・国歌に誇りを持つことや「愛国心の育成」

を、国旗掲揚と結び付けて考えておられるようですが、それ

は個人の自由意志によるものでなければなりません。

　私は、議場に国旗を掲揚することについては、少なくとも

全議員の理解のもとにおこなわれるべきであって、このよう

に反対の声があるなかでは、住民の意思決定の場である議

会として、住民の自由意志を尊重する立場からも無理に掲げ

るべきではないと考えます。

【賛　成　意　見】　紀議員

　｢国旗と国歌は、いずれの国でも、国家の象徴として大切に

扱われるもので、国民の間に定着することを通じ、国民のア

イデンティティ－のあかしとして重要な役割を果たしている｣

との時の総理大臣の談話がありました。

　町議会議員としては、国家を形成する地方自治体における

住民の福祉の増進を図ることを基本に日々議会活動を行なっ

ており、その結果として日本の繁栄につながるものと考えて

います。

　このようなことから、私たち議会活動の場である議場に｢日

の丸｣を掲げ、常に国家という大局を意識しながら、活発で真

摯な議会活動にはげむべきと考え、賛成意見とします。

要　望　書　に　つ　い　て

【反　対　意　見】　嶋田議員

　斑鳩町総合保健福祉会館は町民の健康を維持し、守って

いく保健と少子高齢化社会における福祉の拠点となるもので、

これまでの保健センターや社会福祉協議会で行っていた事

業を引き続き行い、より充実したものにすることが重要であり、

他の文化施設とは性格の異なる施設であることを私たちは

認識しておかなければなりません。

　今回の要望書については、担当委員会で条例制定のとき

やその後も相当な議論をなされ、他の文化施設と同様な平

日の休館日ではなく、日曜、休日を休館日とされたことにつ

きましては、妥当な判断であると考ます。

　なお、今後の運営会議などで土日祝日の休館日が課題と

なることについては、反対するものではないことを付け加え

まして、反対意見といたします。

【賛　成　意　見】　木澤議員

　私は「生き生きプラザ」がオープンする前から、土曜、日曜

を開けてほしいという声を聞き、条例を作る際にも今後、検

討するようにと要望してきました。

　現在の社会情勢から考えると、サラリーマンなど日曜日し

か休みがない方は多いと考えます。より多くの住民に平等に

使っていただこうと思えば、土曜、日曜の開館が必要ではな

いかと考えます。

　ただ、保健センターまで含めて全て開けるのか、そうした

ことについては、今後、調査や議論が必要です。しかし、今回、

住民からはっきりと要望書として声が上がってきたことに対し、

実際に開館したらどうなるのか、費用の面も含め前向きに、

より具体的に検討するということが必要であると考えます。

ミニマムアクセス米の輸入を中止し、食料自給率の向上を求める意見書について

【反　対　意　見】　浦野議員

　ミニマムアクセス米の輸入に当たっては、加工用中心の輸

入、販売の措置を講じており、このことによる米の生産調整

の強化はないとされています。

　ミニマムアクセス米の輸入停止を行なうことにより、農産

物全体の輸入自由化が強く要求されることが考えられ、また

日本の他産業における輸出入全体への影響が出てくること

も考えられます。

　このことから、現時点においては、国際社会の一員として、

また国際的に経済情勢が不安定の中、ウルグアイ・ラウンド農

業合意のルールを守っていくことが妥当であると考え、ミニ

マムアクセス米の輸入停止を求める要望について、採択する

ことについては反対するものであります。

【賛　成　意　見】　里川議員

　輸入汚染米の流通、小麦製品の値上がりなど、食の不安が

広がっている。需要がないのに「工業用」に名目をかえ、どん

な汚染米でも輸入を認め、処分に困って、国内流通させて大

きな問題となり、奈良県では自殺者まで出た。

　ミニマムアクセスは義務輸入ではなく、アメリカ・韓国・台

湾など、輸入枠を消化していない国や物は多く見られる。

　政府与党は、アメリカの主張により、さらに輸入量を増やす

考えがあり、在庫が累積し、管理経費が莫大であることと併

せて許せない問題である。「安全で豊かな食料は日本の大

地から」食料主権を確立して、食料自給率を上げる必要があ

る。さらに、飢餓に苦しむ世界中の人々から、米を奪うことになっ

てはいけない。

※小吉田住宅自治会からの総合保健
　福祉会館の運営についての要望書

（
問
）

 （
問
）
経
済
的
理
由
で
妊
婦
健
診

に
か
か
る
こ
と
を
あ
き
ら
め
る
ケ

ー
ス
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
厚
生
労

働
省
は
、
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担

回
数
を
十
四
回
程
度
に
す
る
方
針

を
固
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

町
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
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成
二
十
一
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四
月
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ら
実
施
す
る
母
子
保
健

計
画
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い
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、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
産
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、
育
て
る
こ
と
が
で

き
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ま
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づ
く
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め
ざ
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、
妊

婦
健
診
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担
回
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を
今
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で
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回
か
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、
さ
ら
に
増
や
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方
向
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進
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植
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問
）
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植
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に
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事
 

業
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、
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、
毎
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、
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草
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建
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部
長
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の
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菊
の
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、
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草
が
生
い
 

茂
り
、
除
草
作
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と
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今
後
、
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、
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活
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、
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機
購
入
等
に
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る
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を
行
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定
で
あ
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。
ま
た
、
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所
得
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、
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が

い
者
世
帯
等
へ
の
購
入
支
援
に
つ

い
て
は
、
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。
 

（
問
）
九
月
か
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の
三
ヶ
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間
の
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が
、
当
初
の
学
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・
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域
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家
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連
携
す
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、

交
流
活
動
の
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の
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、
子
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校
教
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活
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作
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、
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成
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。
し
か
し
、
課
題
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今
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に
つ
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。
 

（
教
育
長
）
三
ヶ
月
間
だ
が
、
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週
の
実
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で
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準
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や
人
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労
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た
団
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も
あ
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
学
校
を
結
び
つ
け
る

町立図書館の 
　　　祝日閉館について 
 

坂　口　　　徹  議員 

放課後子ども教室について 

小　林　　　誠  議員 
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　本定例会での一般質問は、１２月４日・５日の両日、９人の議員が

行いました。質問と答弁の内容を要約し、お知らせします。　　

　２日間で延べ１３人の方が傍聴に来られました。　
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回
以
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に
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飯　�　昭　二   議員 

議場での国旗掲揚に関する陳情について

【反　対　意　見】　木澤議員

　日の丸は、日本がアジア諸国に対する侵略戦争を行った際

に、その旗印として使われてきました。ですから、いまだに国

民のなかでも意見が大きく分かれており、国旗を掲揚するこ

とについて、国民的に、また斑鳩町の住民的にも合意が得ら

れていません。

　陳情者は、国旗・国歌に誇りを持つことや「愛国心の育成」

を、国旗掲揚と結び付けて考えておられるようですが、それ

は個人の自由意志によるものでなければなりません。

　私は、議場に国旗を掲揚することについては、少なくとも

全議員の理解のもとにおこなわれるべきであって、このよう

に反対の声があるなかでは、住民の意思決定の場である議

会として、住民の自由意志を尊重する立場からも無理に掲げ

るべきではないと考えます。

【賛　成　意　見】　紀議員

　｢国旗と国歌は、いずれの国でも、国家の象徴として大切に

扱われるもので、国民の間に定着することを通じ、国民のア

イデンティティ－のあかしとして重要な役割を果たしている｣

との時の総理大臣の談話がありました。

　町議会議員としては、国家を形成する地方自治体における

住民の福祉の増進を図ることを基本に日々議会活動を行なっ

ており、その結果として日本の繁栄につながるものと考えて

います。

　このようなことから、私たち議会活動の場である議場に｢日

の丸｣を掲げ、常に国家という大局を意識しながら、活発で真

摯な議会活動にはげむべきと考え、賛成意見とします。

要　望　書　に　つ　い　て

【反　対　意　見】　嶋田議員

　斑鳩町総合保健福祉会館は町民の健康を維持し、守って

いく保健と少子高齢化社会における福祉の拠点となるもので、

これまでの保健センターや社会福祉協議会で行っていた事

業を引き続き行い、より充実したものにすることが重要であり、

他の文化施設とは性格の異なる施設であることを私たちは

認識しておかなければなりません。

　今回の要望書については、担当委員会で条例制定のとき

やその後も相当な議論をなされ、他の文化施設と同様な平

日の休館日ではなく、日曜、休日を休館日とされたことにつ

きましては、妥当な判断であると考ます。

　なお、今後の運営会議などで土日祝日の休館日が課題と

なることについては、反対するものではないことを付け加え

まして、反対意見といたします。

【賛　成　意　見】　木澤議員

　私は「生き生きプラザ」がオープンする前から、土曜、日曜

を開けてほしいという声を聞き、条例を作る際にも今後、検

討するようにと要望してきました。

　現在の社会情勢から考えると、サラリーマンなど日曜日し

か休みがない方は多いと考えます。より多くの住民に平等に

使っていただこうと思えば、土曜、日曜の開館が必要ではな

いかと考えます。

　ただ、保健センターまで含めて全て開けるのか、そうした

ことについては、今後、調査や議論が必要です。しかし、今回、

住民からはっきりと要望書として声が上がってきたことに対し、

実際に開館したらどうなるのか、費用の面も含め前向きに、

より具体的に検討するということが必要であると考えます。

ミニマムアクセス米の輸入を中止し、食料自給率の向上を求める意見書について

【反　対　意　見】　浦野議員

　ミニマムアクセス米の輸入に当たっては、加工用中心の輸

入、販売の措置を講じており、このことによる米の生産調整

の強化はないとされています。

　ミニマムアクセス米の輸入停止を行なうことにより、農産

物全体の輸入自由化が強く要求されることが考えられ、また

日本の他産業における輸出入全体への影響が出てくること

も考えられます。

　このことから、現時点においては、国際社会の一員として、

また国際的に経済情勢が不安定の中、ウルグアイ・ラウンド農

業合意のルールを守っていくことが妥当であると考え、ミニ

マムアクセス米の輸入停止を求める要望について、採択する

ことについては反対するものであります。

【賛　成　意　見】　里川議員

　輸入汚染米の流通、小麦製品の値上がりなど、食の不安が

広がっている。需要がないのに「工業用」に名目をかえ、どん

な汚染米でも輸入を認め、処分に困って、国内流通させて大

きな問題となり、奈良県では自殺者まで出た。

　ミニマムアクセスは義務輸入ではなく、アメリカ・韓国・台

湾など、輸入枠を消化していない国や物は多く見られる。

　政府与党は、アメリカの主張により、さらに輸入量を増やす

考えがあり、在庫が累積し、管理経費が莫大であることと併

せて許せない問題である。「安全で豊かな食料は日本の大

地から」食料主権を確立して、食料自給率を上げる必要があ

る。さらに、飢餓に苦しむ世界中の人々から、米を奪うことになっ

てはいけない。

※小吉田住宅自治会からの総合保健
　福祉会館の運営についての要望書
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、
厚
生
労

働
省
は
、
妊
婦
健
診
の
公
費
負
担

回
数
を
十
四
回
程
度
に
す
る
方
針

を
固
め
て
い
る
と
聞
い
て
い
る
が
、

町
と
し
て
の
見
解
を
伺
う
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
平
成
二
十
一

年
四
月
か
ら
実
施
す
る
母
子
保
健

計
画
に
お
い
て
は
、
だ
れ
も
が
安

心
し
て
産
み
、
育
て
る
こ
と
が
で

き
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
妊

婦
健
診
の
公
費
負
担
回
数
を
今
ま

で
の
五
回
か
ら
、
さ
ら
に
増
や
す

方
向
で
進
め
て
い
く
よ
う
考
え
て

い
る
。
 

 
三
代
川
美
化
活
動
事
業
で
の

今
後
の
植
栽
の
進
め
方
に
つ

い
て
 

 （
問
）
近
年
、
植
栽
に
か
か
る
事
 

業
に
お
い
て
、
松
葉
菊
が
思
う
よ
 

う
に
繁
殖
せ
ず
、
毎
年
、
数
回
の

除
草
作
業
が
大
き
な
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
今
後
、
植
栽
の
育
成
・

除
草
作
業
の
負
担
・
防
草
シ
ー
ト

等
の
検
討
が
必
要
と
考
え
る
が
、

町
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
現
在
、
植
栽
 

さ
れ
て
い
る
新
家
地
区
か
ら
稲
葉
 

車
瀬
地
区
の
松
葉
菊
の
生
育
状
況
 

が
思
わ
し
く
な
く
、
雑
草
が
生
い
 

茂
り
、
除
草
作
業
が
負
担
と
な
っ

て
い
る
。
町
と
し
て
今
後
、
三
代

川
愛
護
会
お
よ
び
県
と
協
議
を
行

い
、
よ
り
良
い
方
法
を
検
討
す
る
。
 

（
問
）
今
後
、
事
業
を
進
め
る
に
 

あ
た
り
、
植
栽
に
か
か
る
費
用
の
 

助
成
等
を
県
管
理
者
に
求
め
る
よ

う
強
く
要
望
す
る
。
 

 
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行

に
伴
う
負
担
軽
減
を

 （
問
）
地
上
デ
ジ
タ
ル
放
送
移
行
 

に
よ
り
、
高
齢
者
・
障
が
い
者
等
 

の
方
々
や
低
所
得
者
世
帯
に
お
い

て
、
チ
ュ
ー
ナ
ー
の
購
入
・
Ｕ
Ｈ

Ｆ
ア
ン
テ
ナ
の
設
置
な
ど
で
経
済

的
負
担
が
か
か
る
こ
と
か
ら
、
補

助
金
等
の
支
援
が
必
要
と
考
え
る

が
、
町
の
見
解
を
伺
う
。
 

（
総
務
部
長
）
総
務
省
に
お
い
て

は
、
経
済
的
に
困
窮
し
て
い
る
方

へ
の
支
援
と
し
て
、
平
成
二
十
年

度
か
ら
平
成
二
十
二
年
度
に
か
け

て
、
生
活
保
護
世
帯
に
対
し
、
受

信
機
購
入
等
に
か
か
る
支
援
を
行

う
予
定
で
あ
る
。
ま
た
、
低
所
得

者
層
お
よ
び
高
齢
者
世
帯
、
障
が

い
者
世
帯
等
へ
の
購
入
支
援
に
つ

い
て
は
、
総
務
省
に
対
し
、
今
後

も
引
き
続
き
強
く
要
望
す
る
。
 

（
問
）
九
月
か
ら
の
三
ヶ
月
間
の

試
行
だ
っ
た
が
、
当
初
の
学
校
・

地
域
・
家
庭
が
連
携
す
る
た
め
の
、

交
流
活
動
の
機
会
の
提
供
や
、
子

ど
も
た
ち
に
学
校
教
育
以
外
の
活

動
に
お
い
て
も
支
援
し
、
自
主
性
、

社
会
性
を
養
う
環
境
作
り
等
に
関

し
て
は
、
一
定
の
成
果
を
得
た
の

で
は
な
い
か
。
し
か
し
、
課
題
も

見
受
け
ら
れ
た
が
、
今
後
の
対
応

に
つ
い
て
伺
う
。
 

（
教
育
長
）
三
ヶ
月
間
だ
が
、
毎

週
の
実
施
で
は
準
備
や
人
員
確
保

に
苦
労
し
た
団
体
も
あ
る
。
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
と
学
校
を
結
び
つ
け
る

町立図書館の 
　　　祝日閉館について 
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放課後子ども教室について 
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町政ここが聞きたい



箱物より財政再建 
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介
護
保
険
料
は 

　
　
　
低
所
得
者
に
軽
減
を 

 

里 川 宜 志 子  議員 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
等
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
今
後
は
学
校
・
家
庭
・

地
域
を
結
び
つ
け
る
人
材
育
成
に

努
め
る
た
め
、
公
民
館
で
人
材
育

成
講
座
の
開
催
等
を
検
討
し
、
生

涯
学
習
活
動
を
充
実
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
課
題
と
考
え
る
。
 

（
問
）
こ
れ
ら
は
斑
鳩
町
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
新
し
く
学
校
で

の
総
合
的
な
放
課
後
対
策
事
業
を

展
開
し
て
い
く
う
え
で
の
課
題
で

あ
り
、
学
校
・
地
域
・
事
務
局
・

家
庭
が
改
め
て
実
感
し
た
こ
と
も
、

一
つ
の
成
果
で
は
な
い
か
。
今
後
、

こ
の
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
で
き

る
よ
う
に
要
望
す
る
。
ま
た
、
来

年
度
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。
 

（
教
育
長
）
参
加
率
は
対
象
学
年

の
約
一
．
九
％
で
少
な
く
、
各
団

体
と
の
調
整
や
費
用
等
か
ら
考
え

る
と
、
運
営
委
員
会
で
の
評
価
と

課
題
の
検
討
を
行
っ
た
上
で
決
定

す
る
。
 

（
問
）
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
子

ど
も
を
通
じ
、
ま
た
学
校
を
通
じ

交
流
で
き
る
何
ら
か
の
総
合
的
な

放
課
後
対
策
事
業
を
要
望
す
る
。
 

    

　
新
し
い
学
校
支
援
地
域

　
　
　
本
部
事
業
に
つ
い
て
 

 （
問
）
今
後
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
っ
て
行
う
の
か
伺
う
。
 

（
教
育
長
）
学
校
・
地
域
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
々
が
協
力
し
合
い
、
学
校

を
通
じ
て
地
域
の
教
育
力
の
向
上

を
目
指
し
て
行
っ
て
い
く
。
 

（
問
）
公
立
学
校
と
い
う
限
ら
れ

た
予
算
と
人
員
、
制
度
に
よ
る
制

約
が
あ
る
中
で
、
学
校
内
側
の
努

力
だ
け
で
、
時
代
の
変
化
に
対
応

で
き
る
の
か
心
配
す
る
。
子
ど
も

た
ち
の
学
習
経
験
、
学
校
経
験
を
、

よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
も
、
学

校
外
に
あ
る
地
域
力
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
っ
て
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。
 

 

（
問
）
介
護
保
険
の
保
険
料
改
定

が
伴
う
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の

見
直
し
を
、
来
年
四
月
か
ら
行
わ

れ
る
た
め
、
現
在
、
介
護
保
険
運

営
協
議
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
 

　
前
回
の
保
険
料
の
改
定
の
と
き

に
、
所
得
に
見
合
う
保
険
料
の
設

定
に
つ
い
て
、
強
く
要
望
し
た
が
、

低
所
得
者
に
は
、
重
い
負
担
と
な

り
、
高
額
所
得
者
に
は
、
軽
い
比

率
の
保
険
料
設
定
と
な
り
、
介
護

保
険
条
例
に
反
対
を
し
た
が
、
今

回
の
保
険
料
設
定
の
考
え
方
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
保
険
料
の
所

得
に
関
す
る
段
階
設
定
に
つ
い
て

は
、
次
回
の
介
護
保
険
運
営
協
議

会
で
ご
審
議
い
た
だ
く
が
、
国
か

ら
も
、
変
更
点
の
考
え
方
が
示
さ

れ
て
お
り
、
現
行
の
第
四
段
階
に

お
け
る
収
入
が
一
定
額
以
下
の
方

に
対
す
る
負
担
軽
減
や
、
保
険
料

段
階
の
全
体
の
調
整
と
し
て
、
課

税
層
の
段
階
を
増
や
す
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
負
担
能
力
に

応
じ
た
よ
り
き
め
細
か
い
段
階
数

に
つ
い
て
、
運
営
協
議
会
で
、
ご

審
議
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
 

（
問
）
保
険
料
設
定
で
は
、
現
在
、

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
介
護
保
険

準
備
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
今
後

の
事
業
計
画
に
組
み
入
れ
る
こ
と

で
、
保
険
料
の
設
定
が
変
わ
っ
て

く
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

る
。
基
金
の
額
も
か
な
り
あ
る
の

で
、
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
介
護
保
険
給

付
費
準
備
基
金
に
つ
い
て
は
、
最

低
必
要
な
額
を
除
き
、
基
本
的
に

は
次
期
計
画
期
間
に
歳
入
と
し
て

繰
り
入
れ
る
べ
き
も
の
で
、
適
正

な
水
準
の
額
を
検
討
す
る
よ
う
、

国
か
ら
も
考
え
方
が
示
さ
れ
て
お

り
、
運
営
協
議
会
で
の
審
議
を
経

て
、
適
正
な
取
り
崩
し
額
に
つ
い

（
問
）
藤
の
木
古
墳
の
展
示
を
す

る
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
建
設
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
三
月
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
と
い
う
が
、

多
く
の
住
民
か
ら
「
ま
だ
箱
物
を

作
る
の
か
。
何
と
か
し
て
く
れ
」

と
の
声
を
聞
く
。
財
政
難
の
中
で

も
、
建
設
す
る
必
要
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
 

（
教
育
長
）
町
の
総
合
計
画
の
中

で
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
宝
で
あ

る
藤
の
木
古
墳
の
出
土
品
等
、
貴

重
な
文
化
財
を
保
管
、
展
示
す
る

施
設
と
し
て
建
設
す
る
も
の
で
す
。
 

（
問
）
建
設
に
伴
う
収
益
や
町
の

経
済
効
果
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。
 

（
町
長
）
総
務
委
員
会
で
も
十
分

に
議
論
を
さ
れ
た
。
一
日
も
早
く

国
宝
を
展
示
す
る
の
が
我
々
の
使

命
で
あ
る
。
今
後
経
済
効
果
等
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
藤
の
木
古
墳
ブ
ー
ム
か
ら

二
十
年
以
上
も
経
過
し
た
中
で
今

建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要

性
は
何
処
に
あ
る
の
か
。
小
城
町

長
が
、
町
民
が
今
何
を
必
要
と
し

て
い
る
の
か
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
年
金
生
活
者
が
ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
を
把

握
し
、
地
元
業
者
の
育
成
と
い
う

名
目
で
高
い
落
札
率
を
維
持
し
、

そ
の
つ
け
を
町
民
の
受
益
者
負
担

で
賄
う
の
で
は
な
く
、
住
民
の
視

点
に
立
ち
返
り
、
町
行
政
を
見
直

し
、
徹
底
し
た
財
政
再
建
を
す
べ

き
で
す
。
 

　
県
下
で
は
上
牧
町
に
続
き
、
桜

井
市
も
文
化
会
館
を
閉
鎖
と
、
箱

物
の
維
持
管
理
費
が
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
時
期
に
、
ま
だ
箱

物
を
建
て
る
と
は
呆
れ
る
ば
か
り

で
す
。
 

　
財
政
再
建
は
町
長
を
筆
頭
に
役

場
職
員
一
人
ひ
と
り
が
既
得
権
益

者
と
距
離
を
置
き
、
慣
習
に
と
ら

わ
れ
ず
、
常
に
町
民
の
視
点
で
行

政
を
点
検
し
、
毎
年
予
算
を
リ
セ
ッ

ト
す
る
。
こ
の
繰
り
返
し
だ
と
思

い
ま
す
。
生
駒
市
で
は
、
市
民
の

分
別
意
識
が
定
着
し
た
と
し
て
、

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
有
害
ご
み

の
ご
み
袋
を
、
市
販
の
透
明
、
半

透
明
袋
で
出
す
よ
う
に
し
、
市
の

指
定
ご
み
袋
を
廃
止
し
ま
し
た
。
 

　
斑
鳩
町
も
生
駒
市
と
同
じ
よ
う

に
町
指
定
ご
み
袋
を
廃
止
す
れ
ば
、

年
間
の
ご
み
袋
作
成
費
二
千
万
円

以
上
が
節
約
出
来
る
の
で
す
。
こ

の
よ
う
に
町
民
の
視
点
に
立
っ
た

役
場
職
員
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

改
革
の
一
歩
が
斑
鳩
町
を
変
え
る

大
き
な
一
歩
に
な
る
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。
 

 

電柱の地中化で 
　　　　　　景観を守る 
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（
問
）
県
は
世
界
遺
産
の
周
辺
や

田
園
風
景
が
広
が
る
地
域
を
第
一

種
特
定
区
域
と
し
、
法
隆
寺
地
域

の
国
道
二
十
五
号
線
沿
い
の
景
観

を
守
る
規
制
を
制
定
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
は
無
電
柱

化
事
業
に
加
え
て
軒
下
配
線
に
も

補
助
金
を
出
し
、
町
の
景
観
を
守

る
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

本
町
も
歴
史
的
遺
産
を
有
す
る
景

観
を
守
っ
て
行
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
が
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
無
電
柱
化
・

軒
下
配
線
補
助
事
業
は
来
年
度
よ

り
導
入
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
道
路
幅
員
が
狭
小
で
地
中
化

す
る
為
の
機
器
設
置
が
で
き
な
い

現
状
や
、
軒
下
配
線
で
は
沿
道
民

家
の
合
意
が
原
則
と
な
る
こ
と
か

ら
難
し
い
事
業
で
す
。
 

（
問
）
景
観
上
だ
け
で
な
く
交
通

安
全
上
も
無
電
柱
化
は
効
果
的
と

思
い
ま
す
が
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
幹
線
道
路
の

可
能
な
場
所
で
歩
道
を
設
置
し
て

安
全
対
策
の
推
進
を
し
て
い
く
。
 

 　
屋
外
違
反
広
告
物
に
つ
い
て
 

 （
問
）
観
光
立
町
と
し
て
違
反
広

告
物
の
除
却
を
徹
底
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
が
、
現
状
ど
の

様
な
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
本
町
全
域
が

屋
外
広
告
物
掲
出
の
際
、
許
可
が

必
要
な
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
は
り
紙
・
広
告
旗
・

立
看
板
等
簡
易
な
広
告
物
は
、
町

が
自
ら
除
却
を
行
う
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
迅
速
な
除
却
作

業
で
違
反
件
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
 

 　
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
 

 （
問
）
ご
み
ネ
ッ
ト
は
、
景
観
上

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ネ
ッ

ト
の
管
理
も
大
変
で
す
。
ボ
ッ
ク

ス
を
普
及
さ
せ
な
い
の
で
す
か
。

ま
た
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
で
、
洗
浄
し
た
ご
み
と
未
洗
浄

ご
み
が
一
緒
に
出
さ
れ
ま
す
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
混
在
し
な
い
の
で

す
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
で
き
な
い
集
積
場
所
が
あ
り
、

鳥
や
猫
被
害
防
止
策
と
し
て
、
や

む
を
得
ず
ネ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い

る
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
技

術
の
進
歩
で
ご
み
の
選
別
利
用
は

さ
れ
て
い
る
。
汚
れ
が
極
端
な
ご

み
は
、
今
ま
で
ど
お
り
未
洗
浄
の

ま
ま
小
袋
に
入
れ
て
か
ら
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
袋
で
排
出
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。
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箱物より財政再建 
 

西　谷　剛　周   議員 

 
介
護
保
険
料
は 

　
　
　
低
所
得
者
に
軽
減
を 
 

里 川 宜 志 子  議員 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
確
保
が
で

き
な
か
っ
た
こ
と
等
が
浮
き
彫
り

に
な
っ
た
。
今
後
は
学
校
・
家
庭
・

地
域
を
結
び
つ
け
る
人
材
育
成
に

努
め
る
た
め
、
公
民
館
で
人
材
育

成
講
座
の
開
催
等
を
検
討
し
、
生

涯
学
習
活
動
を
充
実
し
て
い
く
こ

と
が
今
後
の
課
題
と
考
え
る
。
 

（
問
）
こ
れ
ら
は
斑
鳩
町
だ
け
の

問
題
で
は
な
い
。
新
し
く
学
校
で

の
総
合
的
な
放
課
後
対
策
事
業
を

展
開
し
て
い
く
う
え
で
の
課
題
で

あ
り
、
学
校
・
地
域
・
事
務
局
・

家
庭
が
改
め
て
実
感
し
た
こ
と
も
、

一
つ
の
成
果
で
は
な
い
か
。
今
後
、

こ
の
課
題
を
一
つ
一
つ
解
決
で
き

る
よ
う
に
要
望
す
る
。
ま
た
、
来

年
度
の
実
施
に
つ
い
て
伺
う
。
 

（
教
育
長
）
参
加
率
は
対
象
学
年

の
約
一
．
九
％
で
少
な
く
、
各
団

体
と
の
調
整
や
費
用
等
か
ら
考
え

る
と
、
運
営
委
員
会
で
の
評
価
と

課
題
の
検
討
を
行
っ
た
上
で
決
定

す
る
。
 

（
問
）
学
校
・
地
域
・
家
庭
が
子

ど
も
を
通
じ
、
ま
た
学
校
を
通
じ

交
流
で
き
る
何
ら
か
の
総
合
的
な

放
課
後
対
策
事
業
を
要
望
す
る
。
 

    

　
新
し
い
学
校
支
援
地
域

　
　
　
本
部
事
業
に
つ
い
て
 

 （
問
）
今
後
ど
の
よ
う
な
ビ
ジ
ョ

ン
を
も
っ
て
行
う
の
か
伺
う
。
 

（
教
育
長
）
学
校
・
地
域
・
Ｐ
Ｔ

Ａ
の
方
々
が
協
力
し
合
い
、
学
校

を
通
じ
て
地
域
の
教
育
力
の
向
上

を
目
指
し
て
行
っ
て
い
く
。
 

（
問
）
公
立
学
校
と
い
う
限
ら
れ

た
予
算
と
人
員
、
制
度
に
よ
る
制

約
が
あ
る
中
で
、
学
校
内
側
の
努

力
だ
け
で
、
時
代
の
変
化
に
対
応

で
き
る
の
か
心
配
す
る
。
子
ど
も

た
ち
の
学
習
経
験
、
学
校
経
験
を
、

よ
り
豊
か
に
す
る
た
め
に
も
、
学

校
外
に
あ
る
地
域
力
を
活
用
で
き

る
よ
う
に
、
明
確
な
ビ
ジ
ョ
ン
を

も
っ
て
行
う
こ
と
を
要
望
す
る
。
 

 

（
問
）
介
護
保
険
の
保
険
料
改
定

が
伴
う
、
介
護
保
険
事
業
計
画
の

見
直
し
を
、
来
年
四
月
か
ら
行
わ

れ
る
た
め
、
現
在
、
介
護
保
険
運

営
協
議
会
で
検
討
さ
れ
て
い
る
。
 

　
前
回
の
保
険
料
の
改
定
の
と
き

に
、
所
得
に
見
合
う
保
険
料
の
設

定
に
つ
い
て
、
強
く
要
望
し
た
が
、

低
所
得
者
に
は
、
重
い
負
担
と
な

り
、
高
額
所
得
者
に
は
、
軽
い
比

率
の
保
険
料
設
定
と
な
り
、
介
護

保
険
条
例
に
反
対
を
し
た
が
、
今

回
の
保
険
料
設
定
の
考
え
方
に
つ

い
て
聞
き
た
い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
保
険
料
の
所

得
に
関
す
る
段
階
設
定
に
つ
い
て

は
、
次
回
の
介
護
保
険
運
営
協
議

会
で
ご
審
議
い
た
だ
く
が
、
国
か

ら
も
、
変
更
点
の
考
え
方
が
示
さ

れ
て
お
り
、
現
行
の
第
四
段
階
に

お
け
る
収
入
が
一
定
額
以
下
の
方

に
対
す
る
負
担
軽
減
や
、
保
険
料

段
階
の
全
体
の
調
整
と
し
て
、
課

税
層
の
段
階
を
増
や
す
こ
と
が
可

能
と
な
っ
て
い
る
。
負
担
能
力
に

応
じ
た
よ
り
き
め
細
か
い
段
階
数

に
つ
い
て
、
運
営
協
議
会
で
、
ご

審
議
い
た
だ
け
る
よ
う
に
し
た
い
。
 

（
問
）
保
険
料
設
定
で
は
、
現
在
、

積
み
上
げ
ら
れ
て
い
る
介
護
保
険

準
備
基
金
を
取
り
崩
し
て
、
今
後

の
事
業
計
画
に
組
み
入
れ
る
こ
と

で
、
保
険
料
の
設
定
が
変
わ
っ
て

く
る
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
だ
と
考
え

る
。
基
金
の
額
も
か
な
り
あ
る
の

で
、
そ
の
考
え
方
に
つ
い
て
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
介
護
保
険
給

付
費
準
備
基
金
に
つ
い
て
は
、
最

低
必
要
な
額
を
除
き
、
基
本
的
に

は
次
期
計
画
期
間
に
歳
入
と
し
て

繰
り
入
れ
る
べ
き
も
の
で
、
適
正

な
水
準
の
額
を
検
討
す
る
よ
う
、

国
か
ら
も
考
え
方
が
示
さ
れ
て
お

り
、
運
営
協
議
会
で
の
審
議
を
経

て
、
適
正
な
取
り
崩
し
額
に
つ
い

（
問
）
藤
の
木
古
墳
の
展
示
を
す

る
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
建
設
に

つ
い
て
、
平
成
二
十
二
年
三
月
の

オ
ー
プ
ン
を
目
指
す
と
い
う
が
、

多
く
の
住
民
か
ら
「
ま
だ
箱
物
を

作
る
の
か
。
何
と
か
し
て
く
れ
」

と
の
声
を
聞
く
。
財
政
難
の
中
で

も
、
建
設
す
る
必
要
は
ど
こ
に
あ

る
の
か
。
 

（
教
育
長
）
町
の
総
合
計
画
の
中

で
も
位
置
づ
け
ら
れ
、
国
宝
で
あ

る
藤
の
木
古
墳
の
出
土
品
等
、
貴

重
な
文
化
財
を
保
管
、
展
示
す
る

施
設
と
し
て
建
設
す
る
も
の
で
す
。
 

（
問
）
建
設
に
伴
う
収
益
や
町
の

経
済
効
果
は
ど
の
程
度
あ
る
の
か
。
 

（
町
長
）
総
務
委
員
会
で
も
十
分

に
議
論
を
さ
れ
た
。
一
日
も
早
く

国
宝
を
展
示
す
る
の
が
我
々
の
使

命
で
あ
る
。
今
後
経
済
効
果
等
に

つ
い
て
整
理
し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
藤
の
木
古
墳
ブ
ー
ム
か
ら

二
十
年
以
上
も
経
過
し
た
中
で
今

建
設
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要

性
は
何
処
に
あ
る
の
か
。
小
城
町

長
が
、
町
民
が
今
何
を
必
要
と
し

て
い
る
の
か
、
後
期
高
齢
者
医
療

制
度
で
年
金
生
活
者
が
ど
の
よ
う

な
暮
ら
し
を
し
て
い
る
の
か
を
把

握
し
、
地
元
業
者
の
育
成
と
い
う

名
目
で
高
い
落
札
率
を
維
持
し
、

そ
の
つ
け
を
町
民
の
受
益
者
負
担

で
賄
う
の
で
は
な
く
、
住
民
の
視

点
に
立
ち
返
り
、
町
行
政
を
見
直

し
、
徹
底
し
た
財
政
再
建
を
す
べ

き
で
す
。
 

　
県
下
で
は
上
牧
町
に
続
き
、
桜

井
市
も
文
化
会
館
を
閉
鎖
と
、
箱

物
の
維
持
管
理
費
が
大
き
な
負
担

と
な
っ
て
い
る
時
期
に
、
ま
だ
箱

物
を
建
て
る
と
は
呆
れ
る
ば
か
り

で
す
。
 

　
財
政
再
建
は
町
長
を
筆
頭
に
役

場
職
員
一
人
ひ
と
り
が
既
得
権
益

者
と
距
離
を
置
き
、
慣
習
に
と
ら

わ
れ
ず
、
常
に
町
民
の
視
点
で
行

政
を
点
検
し
、
毎
年
予
算
を
リ
セ
ッ

ト
す
る
。
こ
の
繰
り
返
し
だ
と
思

い
ま
す
。
生
駒
市
で
は
、
市
民
の

分
別
意
識
が
定
着
し
た
と
し
て
、

缶
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
有
害
ご
み

の
ご
み
袋
を
、
市
販
の
透
明
、
半

透
明
袋
で
出
す
よ
う
に
し
、
市
の

指
定
ご
み
袋
を
廃
止
し
ま
し
た
。
 

　
斑
鳩
町
も
生
駒
市
と
同
じ
よ
う

に
町
指
定
ご
み
袋
を
廃
止
す
れ
ば
、

年
間
の
ご
み
袋
作
成
費
二
千
万
円

以
上
が
節
約
出
来
る
の
で
す
。
こ

の
よ
う
に
町
民
の
視
点
に
立
っ
た

役
場
職
員
一
人
ひ
と
り
の
小
さ
な

改
革
の
一
歩
が
斑
鳩
町
を
変
え
る

大
き
な
一
歩
に
な
る
こ
と
を
信
じ

て
い
ま
す
。
 

 

電柱の地中化で 
　　　　　　景観を守る 
 
 浦　野　圭　司  議員 

（
問
）
県
は
世
界
遺
産
の
周
辺
や

田
園
風
景
が
広
が
る
地
域
を
第
一

種
特
定
区
域
と
し
、
法
隆
寺
地
域

の
国
道
二
十
五
号
線
沿
い
の
景
観

を
守
る
規
制
を
制
定
し
よ
う
と
し

て
い
ま
す
。
ま
た
、
国
は
無
電
柱

化
事
業
に
加
え
て
軒
下
配
線
に
も

補
助
金
を
出
し
、
町
の
景
観
を
守

る
施
策
を
打
ち
出
し
て
い
ま
す
。

本
町
も
歴
史
的
遺
産
を
有
す
る
景

観
を
守
っ
て
行
く
こ
と
が
重
要
と

考
え
ま
す
が
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
無
電
柱
化
・

軒
下
配
線
補
助
事
業
は
来
年
度
よ

り
導
入
さ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が

ら
、
道
路
幅
員
が
狭
小
で
地
中
化

す
る
為
の
機
器
設
置
が
で
き
な
い

現
状
や
、
軒
下
配
線
で
は
沿
道
民

家
の
合
意
が
原
則
と
な
る
こ
と
か

ら
難
し
い
事
業
で
す
。
 

（
問
）
景
観
上
だ
け
で
な
く
交
通

安
全
上
も
無
電
柱
化
は
効
果
的
と

思
い
ま
す
が
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
幹
線
道
路
の

可
能
な
場
所
で
歩
道
を
設
置
し
て

安
全
対
策
の
推
進
を
し
て
い
く
。
 

 　
屋
外
違
反
広
告
物
に
つ
い
て
 

 （
問
）
観
光
立
町
と
し
て
違
反
広

告
物
の
除
却
を
徹
底
す
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
ま
す
が
、
現
状
ど
の

様
な
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
か
。
 

（
都
市
建
設
部
長
）
本
町
全
域
が

屋
外
広
告
物
掲
出
の
際
、
許
可
が

必
要
な
区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
は
り
紙
・
広
告
旗
・

立
看
板
等
簡
易
な
広
告
物
は
、
町

が
自
ら
除
却
を
行
う
こ
と
が
認
め

ら
れ
て
い
ま
す
。
迅
速
な
除
却
作

業
で
違
反
件
数
が
減
少
し
て
い
ま

す
。
 

 　
ご
み
の
出
し
方
に
つ
い
て
 

 （
問
）
ご
み
ネ
ッ
ト
は
、
景
観
上

良
く
あ
り
ま
せ
ん
。
ま
た
、
ネ
ッ

ト
の
管
理
も
大
変
で
す
。
ボ
ッ
ク

ス
を
普
及
さ
せ
な
い
の
で
す
か
。

ま
た
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご

み
で
、
洗
浄
し
た
ご
み
と
未
洗
浄

ご
み
が
一
緒
に
出
さ
れ
ま
す
が
、

リ
サ
イ
ク
ル
で
混
在
し
な
い
の
で

す
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
ボ
ッ
ク
ス
を

設
置
で
き
な
い
集
積
場
所
が
あ
り
、

鳥
や
猫
被
害
防
止
策
と
し
て
、
や

む
を
得
ず
ネ
ッ
ト
を
配
布
し
て
い

る
。
ま
た
、
リ
サ
イ
ク
ル
処
理
技

術
の
進
歩
で
ご
み
の
選
別
利
用
は

さ
れ
て
い
る
。
汚
れ
が
極
端
な
ご

み
は
、
今
ま
で
ど
お
り
未
洗
浄
の

ま
ま
小
袋
に
入
れ
て
か
ら
そ
の
他

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
袋
で
排
出
し

て
も
ら
い
た
い
と
考
え
ま
す
。
 

 

国道25号　竜田大橋東詰

文化財活用センター完成予想図

一 般 質 問町政ここが聞きたい

6�����7



住民の健康を守る立場から 
　　　　健康診査の充実を 
 

木　澤　正　男  議員 

 
い
か
る
が
バ
イ
パ
ス
の 

　
　
時
間
短
縮
効
果
は
ゼ
ロ 

 

吉　野　俊　明  議員 

インフルエンザ予防接種の　 
　　　現状と今後について 
 

伴　　　吉　晴 議員 

（
問
）
六
十
五
歳
以
上
の
町
内
在

住
の
方
は
全
額
補
助
で
無
料
に
な

っ
て
い
る
が
、
行
財
政
改
革
を
実

施
さ
れ
る
な
か
で
、
今
後
も
六
十

五
歳
以
上
の
方
の
無
料
接
種
は
安

定
し
て
実
施
で
き
る
の
か
伺
い
た

い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

満
六
十
五
歳
以
上
の
方
及
び
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
の
方
で
心

臓
・
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
に
障
害
が
あ
る
方
な
ど
に
対
し

て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

に
は
、
抵
抗
力
の
低
い
高
齢
者
に

つ
い
て
は
、
個
々
の
健
康
管
理
は

も
と
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
最

も
効
果
的
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
斑
鳩
町
に

お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
健
康

管
理
の
一
環
と
し
て
一
人
で
も
多

く
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
無
料
で
接

種
し
て
頂
く
よ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。
 

（
問
）
今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
予
想
さ
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
町
内

保
有
は
で
き
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
奈
良
市
の
小

学
校
で
今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
の
集

団
発
生
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
も

三
月
上
旬
頃
ま
で
は
流
行
が
予
想

さ
れ
、
毎
年
こ
の
時
期
ワ
ク
チ
ン

の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
国
で
は
当
初
必
要

な
ワ
ク
チ
ン
の
本
数
よ
り
追
加
製

造
し
、
今
年
度
の
保
有
量
は
十
分

に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
県
か
ら
聞

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
昨
年
同
様

に
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
す
。
 

（
問
）
こ
の
事
業
で
の
接
種
率
は

ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
接
種

率
は
、
平
成
十
八
年
度
で
は
五
十

一
．
三
％
、
平
成
十
九
年
度
で
は

五
十
七
．
四
％
と
な
っ
て
お
り
、

年
々
接
種
率
は
上
昇
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
も
広
報
九
月
号
及
び

十
二
月
号
で
啓
発
を
掲
載
し
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
一
人

で
も
多
く
受
け
て
い
た
だ
き
健
康

管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
啓

発
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
 

（
問
）
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら

な
お
一
層
の
啓
発
を
要
望
す
る
。
 

  

て
決
定
し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
介
護
保
険
運
営
協
議
会
に

は
、
事
務
局
案
と
し
て
、
一
定
の

町
の
考
え
方
が
示
さ
れ
る
。
そ
の

事
務
局
案
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
十
分
検
討
さ
れ
た
い
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
介
護
保
険
の
利
用
率
の
推
移
 

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
 

　
営
状
況
に
つ
い
て
 

※
病
児
・
病
後
児
保
育
と
緊
急
保
 

　
育
に
つ
い
て
 

※
県
立
三
室
病
院
の
産
婦
人
科
の
 

　
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
 

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
 

　
に
つ
い
て
 

  

（
問
）
国
交
省
は
十
一
月
末
に
交

通
量
予
測
を
下
方
修
正
し
、
道
路

整
備
で
の
移
動
短
縮
が
も
た
ら
す

利
益
を
引
き
下
げ
た
。
す
で
に
今

年
前
半
に
い
か
る
が
バ
イ
パ
ス
の

時
間
短
縮
効
果
は
ゼ
ロ
と
発
表
し

て
い
る
。
人
口
の
減
少
や
エ
コ
の

観
点
か
ら
車
離
れ
が
急
速
に
進
み

国
内
の
新
車
販
売
台
数
二
七
％
減

と
な
る
な
ど
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
民

主
党
は
高
速
道
路
の
無
料
化
を
、

自
民
党
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
大
幅

値
下
げ
と
言
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら

が
政
権
を
取
っ
て
も
町
内
の
国
道

二
五
号
を
通
過
す
る
車
は
減
少
す

る
だ
ろ
う
。
多
額
な
税
金
を
ム
ダ

喰
い
す
る
「
い
か
る
が
バ
イ
パ
ス
」

は
住
民
に
と
っ
て
必
要
か
ど
う
か
、

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
時
で
は
な

い
か
。
 

（
町
長
）
私
が
町
長
に
就
任
し
て

か
ら
、
一
年
間
に
わ
た
る
道
路
検

討
委
員
会
を
設
け
、
都
市
計
画
決

定
に
基
づ
き
議
員
の
皆
様
の
賛
同

も
得
て
、
県
、
国
へ
と
働
き
か
け
、

バ
イ
パ
ス
工
事
を
推
進
し
て
き
た
。

現
国
道
二
五
号
の
歩
道
整
備
の
状

況
か
ら
み
て
も
こ
の
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
は
必
要
で
あ
り
工
事
の
進
捗
を

望
ん
で
い
る
。
 

 　
い
じ
め
の
現
状
と
対
応
策
 

 （
問
）
県
教
委
は
、
十
九
年
度
、

小
中
高
校
の
暴
力
行
為
が
増
加
し
、

千
人
当
り
の
発
生
件
数
は
全
国
ワ

ー
ス
ト
五
位
と
発
表
し
て
い
る
。

町
内
小
中
学
校
の
い
じ
め
の
状
況

は
。
 

（
教
育
長
）
十
八
年
度
小
学
校
十

三
件
、
中
学
校
一
件
、
十
九
年
度

小
学
校
七
件
、
中
学
校
ゼ
ロ
で
、

い
ず
れ
も
当
該
児
童
の
指
導
は
終

わ
っ
て
い
る
。
 

（
問
）
い
じ
め
は
周
囲
の
目
に
付

（
問
）
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
こ

れ
ま
で
の
基
本
健
康
診
査
に
変
わ

り
、
特
定
健
康
診
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
早
期
発

見
、
早
期
治
療
」
と
い
う
目
的
か

ら
「
医
療
費
適
正
化
の
推
進
」
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
（
内
臓
脂
肪
）
症
候

群
の
予
防
」
と
趣
旨
が
変
わ
り
、

「
こ
れ
ま
で
受
け
ら
れ
て
い
た
検

査
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
」
と

い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
必
要
な
人

が
検
査
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
問
題
だ
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
町
は
国
民
健

康
保
険
の
保
険
者
と
し
て
被
保
険

者
に
対
し
て
、
特
定
健
康
診
査
と

特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

町
と
し
て
、
検
査
の
必
須
項
目
に

な
っ
て
い
な
い
心
電
図
検
査
な
ど

も
、
国
の
基
準
に
従
っ
て
医
師
が

必
要
と
診
断
さ
れ
た
人
に
対
し
て

は
、
受
け
て
頂
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
 

（
問
）
国
の
基
準
で
は
、
1
高
血

糖
2
脂
質
異
常
3
高
血
圧
4
肥
満

の
四
項
目
全
て
に
異
常
が
な
い
と
、

心
電
図
検
査
や
眼
底
検
査
な
ど
は

医
師
の
診
断
を
受
け
ら
れ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

そ
の
基
準
に
至
ら
な
い
人
は
必
要

で
あ
っ
て
も
検
査
を
受
け
ら
れ
な

い
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
う
る
と

考
え
ま
す
。
四
つ
全
て
の
項
目
に

異
常
が
な
く
て
も
、
必
要
な
人
に

は
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
国
の
基
準
で
は
な
く
、
町
と

し
て
独
自
の
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
町
独
自
で
検

査
の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、

他
の
医
療
保
険
で
実
施
し
て
い
る

健
康
診
査
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

実
施
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。
 

　
医
師
の
問
診
等
で
必
要
と
判
断

さ
れ
れ
ば
、
医
療
行
為
と
し
て
健

康
保
険
を
適
用
し
て
検
査
を
受
け

て
頂
く
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
　
 

（
問
）
今
後
、
制
度
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
検
査
を
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
人
が
ど
れ
く
ら
い

出
る
の
か
、
調
査
を
行
い
、
議
会

に
報
告
し
て
頂
く
よ
う
要
望
し
ま

す
。
 

 　
そ
の
他
の
質
問
 

※
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
 

　
て
 

※
次
世
代
育
成
支
援
に
つ
い
て
 

※
総
合
保
健
福
祉
会
館
に
つ
い
て
 

 

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

5
日（
木
）

6
日（
金
）

9
日（
月
）

１０
日（
火
）

１１
日（
水
）

１２
日（
木
）

１３
日（
金
）

１６
日（
月
）

１７
日（
火
）

１９
日（
木
）

２４
日（
火
）

本
会
議
初
日

（
提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

予
算
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。
 

　
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
 

　
な
お
、
予
算
常
任
委
員
会

（
１７
日
）、議
会
運
営
委
員
会
は

午
後
一
時
三
十
分
、そ
の
他
委

員
会
、本
会
議
の
開
会
時
間
は

午
前
九
時
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
が
、（
広
報
発
行
常
任
委
員

会
は
本
会
議
終
了
後
）、一
部

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

2
日（
月
）

三
月
定
例
議
会
の
予
定

三
月
定
例
議
会
の
予
定 

生き生きプラザ斑鳩

地域包括支援センター

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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住民の健康を守る立場から 
　　　　健康診査の充実を 
 

木　澤　正　男  議員 

 
い
か
る
が
バ
イ
パ
ス
の 

　
　
時
間
短
縮
効
果
は
ゼ
ロ 
 

吉　野　俊　明  議員 

インフルエンザ予防接種の　 
　　　現状と今後について 
 

伴　　　吉　晴 議員 

（
問
）
六
十
五
歳
以
上
の
町
内
在

住
の
方
は
全
額
補
助
で
無
料
に
な

っ
て
い
る
が
、
行
財
政
改
革
を
実

施
さ
れ
る
な
か
で
、
今
後
も
六
十

五
歳
以
上
の
方
の
無
料
接
種
は
安

定
し
て
実
施
で
き
る
の
か
伺
い
た

い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
は
、

満
六
十
五
歳
以
上
の
方
及
び
六
十

歳
か
ら
六
十
五
歳
未
満
の
方
で
心

臓
・
腎
臓
若
し
く
は
呼
吸
器
の
機

能
に
障
害
が
あ
る
方
な
ど
に
対
し

て
行
っ
て
お
り
ま
す
。
 

　
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
を
予
防
す
る

に
は
、
抵
抗
力
の
低
い
高
齢
者
に

つ
い
て
は
、
個
々
の
健
康
管
理
は

も
と
よ
り
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
は
最

も
効
果
的
で
あ
る
と
も
言
わ
れ
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
、
斑
鳩
町
に

お
い
て
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
で

は
あ
り
ま
す
が
、
高
齢
者
の
健
康

管
理
の
一
環
と
し
て
一
人
で
も
多

く
の
方
に
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
こ
れ
ま
で
同
様
、
無
料
で
接

種
し
て
頂
く
よ
う
に
考
え
て
お
り

ま
す
。
 

（
問
）
今
年
は
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
の
流
行
が
予
想
さ
れ
る
と
い
わ

れ
て
い
る
が
、
ワ
ク
チ
ン
の
町
内

保
有
は
で
き
て
い
る
の
か
伺
い
た

い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
奈
良
市
の
小

学
校
で
今
シ
ー
ズ
ン
初
め
て
の
集

団
発
生
の
報
告
が
あ
り
、
今
後
も

三
月
上
旬
頃
ま
で
は
流
行
が
予
想

さ
れ
、
毎
年
こ
の
時
期
ワ
ク
チ
ン

の
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
り
ま
す
が
、
国
で
は
当
初
必
要

な
ワ
ク
チ
ン
の
本
数
よ
り
追
加
製

造
し
、
今
年
度
の
保
有
量
は
十
分

に
確
保
さ
れ
て
い
る
と
県
か
ら
聞

い
て
お
り
ま
す
の
で
、
昨
年
同
様

に
安
心
し
て
受
け
て
い
た
だ
い
て

い
る
状
況
で
す
。
 

（
問
）
こ
の
事
業
で
の
接
種
率
は

ど
れ
く
ら
い
に
な
っ
て
い
る
の
か

伺
い
た
い
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
高
齢
者
の
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
の
接
種

率
は
、
平
成
十
八
年
度
で
は
五
十

一
．
三
％
、
平
成
十
九
年
度
で
は

五
十
七
．
四
％
と
な
っ
て
お
り
、

年
々
接
種
率
は
上
昇
し
て
お
り
ま

す
。
今
年
度
も
広
報
九
月
号
及
び

十
二
月
号
で
啓
発
を
掲
載
し
た
と

こ
ろ
で
も
あ
り
ま
す
。
今
後
も
イ

ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種
を
一
人

で
も
多
く
受
け
て
い
た
だ
き
健
康

管
理
に
努
め
て
い
た
だ
く
よ
う
啓

発
し
て
ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お

り
ま
す
。
 

（
問
）
高
齢
者
福
祉
の
観
点
か
ら

な
お
一
層
の
啓
発
を
要
望
す
る
。
 

  

て
決
定
し
て
い
き
た
い
。
 

（
問
）
介
護
保
険
運
営
協
議
会
に

は
、
事
務
局
案
と
し
て
、
一
定
の

町
の
考
え
方
が
示
さ
れ
る
。
そ
の

事
務
局
案
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ら

に
つ
い
て
十
分
検
討
さ
れ
た
い
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
介
護
保
険
の
利
用
率
の
推
移
 

※
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
運
 

　
営
状
況
に
つ
い
て
 

※
病
児
・
病
後
児
保
育
と
緊
急
保
 

　
育
に
つ
い
て
 

※
県
立
三
室
病
院
の
産
婦
人
科
の
 

　
医
師
の
確
保
に
つ
い
て
 

※
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
予
防
接
種
 

　
に
つ
い
て
 

  

（
問
）
国
交
省
は
十
一
月
末
に
交

通
量
予
測
を
下
方
修
正
し
、
道
路

整
備
で
の
移
動
短
縮
が
も
た
ら
す

利
益
を
引
き
下
げ
た
。
す
で
に
今

年
前
半
に
い
か
る
が
バ
イ
パ
ス
の

時
間
短
縮
効
果
は
ゼ
ロ
と
発
表
し

て
い
る
。
人
口
の
減
少
や
エ
コ
の

観
点
か
ら
車
離
れ
が
急
速
に
進
み

国
内
の
新
車
販
売
台
数
二
七
％
減

と
な
る
な
ど
モ
ー
タ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
の
転
換
期
を
迎
え
て
い
る
。
民

主
党
は
高
速
道
路
の
無
料
化
を
、

自
民
党
は
こ
れ
に
対
抗
し
て
大
幅

値
下
げ
と
言
っ
て
い
る
。
ど
ち
ら

が
政
権
を
取
っ
て
も
町
内
の
国
道

二
五
号
を
通
過
す
る
車
は
減
少
す

る
だ
ろ
う
。
多
額
な
税
金
を
ム
ダ

喰
い
す
る
「
い
か
る
が
バ
イ
パ
ス
」

は
住
民
に
と
っ
て
必
要
か
ど
う
か
、

立
ち
止
ま
っ
て
考
え
る
時
で
は
な

い
か
。
 

（
町
長
）
私
が
町
長
に
就
任
し
て

か
ら
、
一
年
間
に
わ
た
る
道
路
検

討
委
員
会
を
設
け
、
都
市
計
画
決

定
に
基
づ
き
議
員
の
皆
様
の
賛
同

も
得
て
、
県
、
国
へ
と
働
き
か
け
、

バ
イ
パ
ス
工
事
を
推
進
し
て
き
た
。

現
国
道
二
五
号
の
歩
道
整
備
の
状

況
か
ら
み
て
も
こ
の
パ
ー
ク
ウ
ェ

イ
は
必
要
で
あ
り
工
事
の
進
捗
を

望
ん
で
い
る
。
 

 　
い
じ
め
の
現
状
と
対
応
策
 

 （
問
）
県
教
委
は
、
十
九
年
度
、

小
中
高
校
の
暴
力
行
為
が
増
加
し
、

千
人
当
り
の
発
生
件
数
は
全
国
ワ

ー
ス
ト
五
位
と
発
表
し
て
い
る
。

町
内
小
中
学
校
の
い
じ
め
の
状
況

は
。
 

（
教
育
長
）
十
八
年
度
小
学
校
十

三
件
、
中
学
校
一
件
、
十
九
年
度

小
学
校
七
件
、
中
学
校
ゼ
ロ
で
、

い
ず
れ
も
当
該
児
童
の
指
導
は
終

わ
っ
て
い
る
。
 

（
問
）
い
じ
め
は
周
囲
の
目
に
付

（
問
）
二
〇
〇
八
年
四
月
か
ら
こ

れ
ま
で
の
基
本
健
康
診
査
に
変
わ

り
、
特
定
健
康
診
査
が
実
施
さ
れ

ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
の
「
早
期
発

見
、
早
期
治
療
」
と
い
う
目
的
か

ら
「
医
療
費
適
正
化
の
推
進
」
「
メ

タ
ボ
リ
ッ
ク
（
内
臓
脂
肪
）
症
候

群
の
予
防
」
と
趣
旨
が
変
わ
り
、

「
こ
れ
ま
で
受
け
ら
れ
て
い
た
検

査
が
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
た
」
と

い
う
声
を
聞
き
ま
す
。
必
要
な
人

が
検
査
を
受
け
ら
れ
な
く
な
っ
て

い
る
と
す
れ
ば
問
題
だ
と
考
え
ま

す
が
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
町
は
国
民
健

康
保
険
の
保
険
者
と
し
て
被
保
険

者
に
対
し
て
、
特
定
健
康
診
査
と

特
定
保
健
指
導
を
行
っ
て
い
ま
す
。
 

町
と
し
て
、
検
査
の
必
須
項
目
に

な
っ
て
い
な
い
心
電
図
検
査
な
ど

も
、
国
の
基
準
に
従
っ
て
医
師
が

必
要
と
診
断
さ
れ
た
人
に
対
し
て

は
、
受
け
て
頂
け
る
よ
う
に
し
て

い
ま
す
。
 

（
問
）
国
の
基
準
で
は
、
1
高
血

糖
2
脂
質
異
常
3
高
血
圧
4
肥
満

の
四
項
目
全
て
に
異
常
が
な
い
と
、

心
電
図
検
査
や
眼
底
検
査
な
ど
は

医
師
の
診
断
を
受
け
ら
れ
な
い
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
で
は
、

そ
の
基
準
に
至
ら
な
い
人
は
必
要

で
あ
っ
て
も
検
査
を
受
け
ら
れ
な

い
と
い
う
事
態
が
起
こ
り
う
る
と

考
え
ま
す
。
四
つ
全
て
の
項
目
に

異
常
が
な
く
て
も
、
必
要
な
人
に

は
検
査
を
受
け
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
国
の
基
準
で
は
な
く
、
町
と

し
て
独
自
の
対
応
を
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
考
え
ま
す
が
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
町
独
自
で
検

査
の
対
象
を
拡
大
す
る
こ
と
は
、

他
の
医
療
保
険
で
実
施
し
て
い
る

健
康
診
査
と
の
兼
ね
合
い
も
あ
り
、

実
施
す
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。
 

　
医
師
の
問
診
等
で
必
要
と
判
断

さ
れ
れ
ば
、
医
療
行
為
と
し
て
健

康
保
険
を
適
用
し
て
検
査
を
受
け

て
頂
く
こ
と
は
可
能
だ
と
考
え
て

い
ま
す
。
　
 

（
問
）
今
後
、
制
度
が
変
わ
っ
た

こ
と
に
よ
っ
て
、
検
査
を
受
け
ら

れ
な
い
と
い
う
人
が
ど
れ
く
ら
い

出
る
の
か
、
調
査
を
行
い
、
議
会

に
報
告
し
て
頂
く
よ
う
要
望
し
ま

す
。
 

 　
そ
の
他
の
質
問
 

※
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
 

　
て
 

※
次
世
代
育
成
支
援
に
つ
い
て
 

※
総
合
保
健
福
祉
会
館
に
つ
い
て
 

 

平
成
二
十
一
年
（
二
〇
〇
九
年
）

5
日（
木
）

6
日（
金
）

9
日（
月
）

１０
日（
火
）

１１
日（
水
）

１２
日（
木
）

１３
日（
金
）

１６
日（
月
）

１７
日（
火
）

１９
日（
木
）

２４
日（
火
）

本
会
議
初
日

（
提
案
説
明
、議
案
上
程
）

広
報
発
行
常
任
委
員
会

一
般
質
問

一
般
質
問

予
算
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

厚
生
常
任
委
員
会

建
設
水
道
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
会

予
算
常
任
委
員
会

議
会
運
営
委
員
会

本
会
議
最
終
日

（
委
員
長
報
告
、討
論
、表
決
）

す
べ
て
傍
聴
で
き
ま
す
。
 

　
気
軽
に
お
越
し
下
さ
い
。
 

　
な
お
、
予
算
常
任
委
員
会

（
１７
日
）、議
会
運
営
委
員
会
は

午
後
一
時
三
十
分
、そ
の
他
委

員
会
、本
会
議
の
開
会
時
間
は

午
前
九
時
に
予
定
し
て
お
り
ま

す
が
、（
広
報
発
行
常
任
委
員

会
は
本
会
議
終
了
後
）、一
部

変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
、詳
し
く
は
議
会
事
務
局

に
お
問
い
合
わ
せ
下
さ
い
。 

2
日（
月
）

三
月
定
例
議
会
の
予
定

三
月
定
例
議
会
の
予
定 

生き生きプラザ斑鳩

地域包括支援センター

一 般 質 問町政ここが聞きたい
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環境を考えたリサイクル 
 

宮　�　和　彦  議員 

き
に
く
い
所
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
被
害
者
で
あ
る
子
供

か
ら
そ
の
被
害
を
訴
え
る
こ
と
が

で
き
ず
、
身
近
な
人
に
話
し
に
く

い
と
い
っ
た
状
況
か
ら
、
重
大
な

結
果
に
至
っ
て
初
め
て
気
付
く
と

い
う
例
が
多
く
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
い
じ

め
発
見
の
セ
ン
サ
ー
の
感
度
を
高

め
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て

い
じ
め
の
目
を
小
さ
い
う
ち
に
摘

み
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
県
が
行
っ
た
住
民
満
足
度
ア
ン
 

　
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
 

 

 

（
問
）
最
終
処
分
場
の
現
在
の
利

用
と
今
後
の
利
用
に
つ
い
て
町
の

考
え
方
を
問
う
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
現
在
一
般
廃

棄
物
の
埋
立
て
処
分
場
と
い
た
し

ま
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月

に
竣
工
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理

後
の
焼
却
灰
、
不
燃
ご
み
等
も
埋

立
て
処
理
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

埋
立
て
残
余
量
が
少
な
く
な
り
、

平
成
十
年
度
か
ら
は
、
埋
立
処
理

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
町
で

収
集
し
て
お
り
ま
す
ビ
ン
類
・
缶

類
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
等
の
積
み

替
え
、
焼
却
灰
、
剪
定
枝
葉
・
刈

草
等
の
一
時
保
管
場
所
と
し
て
利

用
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

（
問
）
現
在
、
剪
定
枝
葉
・
刈
草

を
処
分
す
る
の
に
費
用
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
先
日
、
厚
生
常
任
委

員
会
で
堆
肥
化
施
設
を
見
学
し
た

が
、
こ
の
施
設
は
、
剪
定
枝
葉
・

刈
草
と
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
販

売
し
て
お
り
ま
し
た
。
原
料
で
あ

る
刈
草
な
ど
処
分
費
を
い
た
だ
い

た
上
、
生
ご
み
を
炉
で
焼
却
処
理

し
な
く
て
よ
く
、
炉
の
寿
命
を
伸

ば
し
、
さ
ら
に
他
町
か
ら
の
受
け

入
れ
も
行
い
、
堆
肥
を
販
売
で
き
、

住
民
に
安
く
使
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
環
境
を
考
え
た
リ
サ
イ
ク
ル

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考

え
を
問
う
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
当
該
場
所
は
、

第
二
種
風
致
地
区
で
あ
り
、
歴
史

的
風
土
保
存
区
域
で
も
ご
ざ
い
ま

す
こ
と
か
ら
、
堆
肥
化
の
施
設
を

建
設
す
る
に
は
、
許
可
が
必
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
廃

棄
物
処
理
法
上
で
の
中
間
処
理
施

設
の
許
可
を
取
得
す
る
な
ど
、
ク

リ
ア
す
べ
き
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。

現
地
調
査
で
確
認
を
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
が
、
堆
肥
化
施
設
は
、

か
な
り
の
騒
音
と
臭
気
が
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
食
品
残
渣
な
ど
を

利
用
し
発
酵
さ
せ
ま
す
の
で
、
ハ

エ
な
ど
の
虫
も
発
生
い
た
し
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
周
辺
自

治
会
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平

成
十
二
年
度
に
も
剪
定
枝
葉
・
刈

草
の
チ
ッ
プ
化
事
業
を
計
画
し
、

周
辺
自
治
会
に
ご
相
談
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
騒
音
問
題
等
を
理

由
に
同
意
を
得
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
堆
肥
化
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
 

 

総 
務
常
任
委
員
会 

　
閉
会
中
の
十
一
月
二
十
一
日
、
定
例
会
開
会
中
の
十
二
月
十
日
に
総

務
常
任
委
員
会
を
開
会
し
、
本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
た
四
議
案
及
び

一
件
の
陳
情
、
継
続
審
査
案
件
及
び
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
四
議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
議
案
も
満
場
一
致
で
可
決
し
、

一
件
の
陳
情
に
つ
い
て
は
委
員
会
と
し
て
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
行
い

ま
し
た
。

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

（
一
）
議
案
第
四
十
八
号
　
斑
鳩

町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の
登
録
及

び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
本

条
例
に
お
け
る
引
用
条
項
の
整
理

等
を
行
う
も
の
で
す
。 

（
二
）
議
案
第
四
十
九
号
　
斑
鳩

町
付
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
整
備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
整
備
検
討

委
員
会
を
解
散
し
た
た
め
、
本
条

例
か
ら
削
除
す
る
一
部
改
正
で
す
。 

（
三
）
議
案
第
五
十
号
　
斑
鳩
町

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て 

　
関
係
法
令
等
の
施
行
に
伴
い
、

引
用
法
令
名
の
整
理
等
を
行
う
一

部
改
正
で
す
。 

（
四
）
議
案
第
五
十
九
号
　
（
仮

称
）
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー

整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て 

　
（
仮
称
）
斑
鳩
町
文
化
財
活
用

セ
ン
タ
ー
は
斑
鳩
町
の
文
化
財
の

調
査
・
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
ま

た
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
機
能
を
有
し
た
施
設
と
し
て
、

本
年
度
か
ら
二
カ
年
の
継
続
事
業

と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。
十

一
月
十
四
日
に
制
限
付
一
般
競
争

入
札
の
結
果
に
基
づ
き
、
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。 

 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
村
本
建
設（
株
）奈
良
本
店 

　
取
締
役
本
店
長
　
宮
島
外
喜
男 

〈
契
約
金
額
〉 

　
　
二
億
八
千
三
百
八
万
円
　 

〈
工
　
期
〉 

　
　
議
会
議
決
後
、三
七
〇
日
間 

 （
五
）
陳
情
第
一
号
　
要
望
書
に

つ
い
て
（
斑
鳩
町
地
域
集
会
所
施

設
整
備
費
補
助
金
交
付
の
拡
充
に

つ
い
て
） 

　
要
望
の
趣
旨
は
、
自
治
会
集
会

所
と
し
て
の
建
物
の
賃
貸
借
に
つ

い
て
も
町
の
補
助
金
の
対
象
と
す

る
こ
と
の
要
望
で
す
。 

　
審
議
の
中
で
、
自
治
会
集
会
所

の
町
分
館
と
し
て
の
位
置
付
け
、

他
の
自
治
体
の
状
況
、
現
在
自
治

会
集
会
所
を
無
償
で
借
り
ら
れ
て

い
る
自
治
会
の
状
況
と
固
定
資
産

税
等
の
取
り
扱
い
、
有
償
で
借
り

た
場
合
の
固
定
資
産
税
等
の
取
り

扱
い
、
借
り
る
場
合
の
面
積
用
件

等
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
当
委
員
会
と
し
て
、
建
物
の
賃

貸
借
に
つ
い
て
も
町
の
補
助
金
の

対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
の
で
、
理
事

者
と
も
協
議
を
行
い
な
が
ら
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と 

で
取
り
纏
め
を
行
い
ま
し
た
。 

 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

 

（
一
）
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的

史
跡
等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
史
跡
中
宮
寺
跡
の
発
掘
調
査
現

場
の
現
地
調
査
を
行
い
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。 

　
発
掘
調
査
の
状
況
は
、
金
堂
基

壇
の
発
掘
を
進
め
て
お
り
、
基
壇

上
面
の
鎌
倉
時
代
以
降
の
建
物
に

伴
う
「
礎
石
の
据
付
穴
」
や
、
基

壇
北
面
の
外
装
と
し
て
の
瓦
積
み

遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
一
定
の
調
査
後
現
地
説

明
会
を
、
開
催
す
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

　
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て 

 

・
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正 

　
予
算
（
第
五
号
）
に
つ
い
て 

・
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
運
用
開
始 

　
に
つ
い
て 

　
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
時
、

ま
た
は
発
生
時
等
に
避
難
情
報
や

生
活
関
連
情
報
を
、
登
録
さ
れ
た

住
民
の
方
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
も
の
で
す
。 

・
第
四
次
斑
鳩
町
総
合
計
画
策
定 

　
の
た
め
の
町
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー 

　
ト
調
査
に
つ
い
て 

・
旧
三
室
休
日
応
急
診
療
所
跡
地 

　
の
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て 

・
「
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
メ
モ
リ

ア
ル
ベ
ン
チ
」
、
「
町
立
図
書

館
メ
モ
リ
ア
ル
ブ
ッ
ク
」
に
つ

い
て 

・
斑
鳩
町
公
益
通
報
に
関
す
る
要

綱
に
つ
い
て 

・
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
つ 

　
い
て 

・
都
市
計
画
道
路
法
隆
寺
線
の
整 

　
備
工
事
に
伴
う
中
央
公
民
館
の 

　
敷
地
変
更
予
定
に
つ
い
て 

　
以
上
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
そ
の
他
に
つ
い
て

 

・
消
防
呼
び
出
し
メ
ー
ル
の
誤
報 

　
の
原
因
と
管
理
に
つ
い
て 

・
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
つ
い

て 以
上
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
中
西
委
員
長
記
） 

 

議会を傍聴してみませんか！ 
　斑鳩町議会では、「開かれた議会」をめざしています。
みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのような
発言をし、行政はどう答えているのか、みなさんご自
身でお確かめください。 
　また、会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩町立図書
館でも閲覧できます。 

みなさんのご意見やご要望をお寄せ下さい。
〒６３６-０１９８ 
斑鳩町法隆寺西３-７-１２ 
斑鳩町議会事務局 
TEL　７４-１００１ 
FAX　７４-１０１１ 
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最終処分場

いかるがパークウェイ　橋りょう下部工事
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一 般 質 問

!0!1

委員会のうごき



環境を考えたリサイクル 
 

宮　�　和　彦  議員 

き
に
く
い
所
で
行
わ
れ
て
い
る
こ

と
が
多
く
、
被
害
者
で
あ
る
子
供

か
ら
そ
の
被
害
を
訴
え
る
こ
と
が

で
き
ず
、
身
近
な
人
に
話
し
に
く

い
と
い
っ
た
状
況
か
ら
、
重
大
な

結
果
に
至
っ
て
初
め
て
気
付
く
と

い
う
例
が
多
く
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
社
会
が
一
体
と
な
っ
て
い
じ

め
発
見
の
セ
ン
サ
ー
の
感
度
を
高

め
、
ア
ン
テ
ナ
を
張
り
巡
ら
せ
て

い
じ
め
の
目
を
小
さ
い
う
ち
に
摘

み
取
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
。
 

 そ
の
他
の
質
問
 

※
県
が
行
っ
た
住
民
満
足
度
ア
ン
 

　
ケ
ー
ト
の
結
果
に
つ
い
て
 

 

 

（
問
）
最
終
処
分
場
の
現
在
の
利

用
と
今
後
の
利
用
に
つ
い
て
町
の

考
え
方
を
問
う
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
現
在
一
般
廃

棄
物
の
埋
立
て
処
分
場
と
い
た
し

ま
し
て
、
昭
和
五
十
九
年
十
二
月

に
竣
工
、
可
燃
ご
み
の
焼
却
処
理

後
の
焼
却
灰
、
不
燃
ご
み
等
も
埋

立
て
処
理
し
て
お
り
ま
し
た
が
、

埋
立
て
残
余
量
が
少
な
く
な
り
、

平
成
十
年
度
か
ら
は
、
埋
立
処
理

を
行
っ
て
い
ま
せ
ん
。
現
在
町
で

収
集
し
て
お
り
ま
す
ビ
ン
類
・
缶

類
、
そ
の
他
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
類
、

不
燃
ご
み
、
粗
大
ご
み
等
の
積
み

替
え
、
焼
却
灰
、
剪
定
枝
葉
・
刈

草
等
の
一
時
保
管
場
所
と
し
て
利

用
し
て
お
り
、
今
後
も
継
続
し
て

ま
い
り
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
 

（
問
）
現
在
、
剪
定
枝
葉
・
刈
草

を
処
分
す
る
の
に
費
用
が
か
か
っ

て
い
ま
す
。
先
日
、
厚
生
常
任
委

員
会
で
堆
肥
化
施
設
を
見
学
し
た

が
、
こ
の
施
設
は
、
剪
定
枝
葉
・

刈
草
と
生
ご
み
を
堆
肥
化
し
て
販

売
し
て
お
り
ま
し
た
。
原
料
で
あ

る
刈
草
な
ど
処
分
費
を
い
た
だ
い

た
上
、
生
ご
み
を
炉
で
焼
却
処
理

し
な
く
て
よ
く
、
炉
の
寿
命
を
伸

ば
し
、
さ
ら
に
他
町
か
ら
の
受
け

入
れ
も
行
い
、
堆
肥
を
販
売
で
き
、

住
民
に
安
く
使
っ
て
い
た
だ
け
れ

ば
、
環
境
を
考
え
た
リ
サ
イ
ク
ル

に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
町
の
考

え
を
問
う
。
 

（
住
民
生
活
部
長
）
当
該
場
所
は
、

第
二
種
風
致
地
区
で
あ
り
、
歴
史

的
風
土
保
存
区
域
で
も
ご
ざ
い
ま

す
こ
と
か
ら
、
堆
肥
化
の
施
設
を

建
設
す
る
に
は
、
許
可
が
必
要
に

な
っ
て
ま
い
り
ま
す
。
ま
た
、
廃

棄
物
処
理
法
上
で
の
中
間
処
理
施

設
の
許
可
を
取
得
す
る
な
ど
、
ク

リ
ア
す
べ
き
点
が
ご
ざ
い
ま
す
。

現
地
調
査
で
確
認
を
い
た
だ
け
た

と
思
い
ま
す
が
、
堆
肥
化
施
設
は
、

か
な
り
の
騒
音
と
臭
気
が
い
た
し

ま
す
。
ま
た
、
食
品
残
渣
な
ど
を

利
用
し
発
酵
さ
せ
ま
す
の
で
、
ハ

エ
な
ど
の
虫
も
発
生
い
た
し
ま
す
。

そ
う
い
っ
た
こ
と
か
ら
、
周
辺
自

治
会
の
同
意
を
得
る
こ
と
が
必
要

で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。
平

成
十
二
年
度
に
も
剪
定
枝
葉
・
刈

草
の
チ
ッ
プ
化
事
業
を
計
画
し
、

周
辺
自
治
会
に
ご
相
談
を
申
し
上

げ
ま
し
た
が
、
騒
音
問
題
等
を
理

由
に
同
意
を
得
る
こ
と
が
出
来
な

か
っ
た
経
緯
が
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

こ
う
し
た
堆
肥
化
施
設
を
建
設
す

る
こ
と
は
非
常
に
難
し
い
の
で
は

な
い
か
と
考
え
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。
 

 

総 
務
常
任
委
員
会 

　
閉
会
中
の
十
一
月
二
十
一
日
、
定
例
会
開
会
中
の
十
二
月
十
日
に
総

務
常
任
委
員
会
を
開
会
し
、
本
会
議
よ
り
付
託
を
受
け
た
四
議
案
及
び

一
件
の
陳
情
、
継
続
審
査
案
件
及
び
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て
審
査
を

行
い
、
四
議
案
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
の
議
案
も
満
場
一
致
で
可
決
し
、

一
件
の
陳
情
に
つ
い
て
は
委
員
会
と
し
て
意
見
の
取
り
ま
と
め
を
行
い

ま
し
た
。

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

（
一
）
議
案
第
四
十
八
号
　
斑
鳩

町
認
可
地
縁
団
体
印
鑑
の
登
録
及

び
証
明
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
関
係
法
令
の
改
正
に
よ
り
、
本

条
例
に
お
け
る
引
用
条
項
の
整
理

等
を
行
う
も
の
で
す
。 

（
二
）
議
案
第
四
十
九
号
　
斑
鳩

町
付
属
機
関
設
置
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
整
備
事
業
が
完
了
し
た
こ
と
か

ら
、
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
整
備
検
討

委
員
会
を
解
散
し
た
た
め
、
本
条

例
か
ら
削
除
す
る
一
部
改
正
で
す
。 

（
三
）
議
案
第
五
十
号
　
斑
鳩
町

職
員
の
勤
務
時
間
、
休
暇
等
に
関

す
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
に
つ
い
て 

　
関
係
法
令
等
の
施
行
に
伴
い
、

引
用
法
令
名
の
整
理
等
を
行
う
一

部
改
正
で
す
。 

（
四
）
議
案
第
五
十
九
号
　
（
仮

称
）
斑
鳩
町
文
化
財
活
用
セ
ン
タ
ー

整
備
工
事
請
負
契
約
の
締
結
に
つ

い
て 

　
（
仮
称
）
斑
鳩
町
文
化
財
活
用

セ
ン
タ
ー
は
斑
鳩
町
の
文
化
財
の

調
査
・
研
究
の
拠
点
と
し
て
、
ま

た
史
跡
藤
ノ
木
古
墳
の
ガ
イ
ダ
ン

ス
機
能
を
有
し
た
施
設
と
し
て
、

本
年
度
か
ら
二
カ
年
の
継
続
事
業

と
し
て
整
備
す
る
も
の
で
す
。
十

一
月
十
四
日
に
制
限
付
一
般
競
争

入
札
の
結
果
に
基
づ
き
、
工
事
請

負
契
約
に
つ
い
て
議
会
の
議
決
を

求
め
る
も
の
で
す
。 

 

〈
契
約
の
相
手
方
〉

　
村
本
建
設（
株
）奈
良
本
店 

　
取
締
役
本
店
長
　
宮
島
外
喜
男 

〈
契
約
金
額
〉 

　
　
二
億
八
千
三
百
八
万
円
　 

〈
工
　
期
〉 

　
　
議
会
議
決
後
、三
七
〇
日
間 

 （
五
）
陳
情
第
一
号
　
要
望
書
に

つ
い
て
（
斑
鳩
町
地
域
集
会
所
施

設
整
備
費
補
助
金
交
付
の
拡
充
に

つ
い
て
） 

　
要
望
の
趣
旨
は
、
自
治
会
集
会

所
と
し
て
の
建
物
の
賃
貸
借
に
つ

い
て
も
町
の
補
助
金
の
対
象
と
す

る
こ
と
の
要
望
で
す
。 

　
審
議
の
中
で
、
自
治
会
集
会
所

の
町
分
館
と
し
て
の
位
置
付
け
、

他
の
自
治
体
の
状
況
、
現
在
自
治

会
集
会
所
を
無
償
で
借
り
ら
れ
て

い
る
自
治
会
の
状
況
と
固
定
資
産

税
等
の
取
り
扱
い
、
有
償
で
借
り

た
場
合
の
固
定
資
産
税
等
の
取
り

扱
い
、
借
り
る
場
合
の
面
積
用
件

等
に
つ
い
て
意
見
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
当
委
員
会
と
し
て
、
建
物
の
賃

貸
借
に
つ
い
て
も
町
の
補
助
金
の

対
象
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、

様
々
な
課
題
が
あ
る
の
で
、
理
事

者
と
も
協
議
を
行
い
な
が
ら
調
査

研
究
を
行
っ
て
い
く
と
い
う
こ
と 

で
取
り
纏
め
を
行
い
ま
し
た
。 

 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

 

（
一
）
斑
鳩
町
に
お
け
る
歴
史
的

史
跡
等
の
発
掘
調
査
、
整
備
保
存

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

　
史
跡
中
宮
寺
跡
の
発
掘
調
査
現

場
の
現
地
調
査
を
行
い
、
審
査
を

行
い
ま
し
た
。 

　
発
掘
調
査
の
状
況
は
、
金
堂
基

壇
の
発
掘
を
進
め
て
お
り
、
基
壇

上
面
の
鎌
倉
時
代
以
降
の
建
物
に

伴
う
「
礎
石
の
据
付
穴
」
や
、
基

壇
北
面
の
外
装
と
し
て
の
瓦
積
み

遺
構
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
今
後
、
一
定
の
調
査
後
現
地
説

明
会
を
、
開
催
す
る
と
の
報
告
が

あ
り
ま
し
た
。 

 

　
各
課
報
告
事
項
に
つ
い
て 

 

・
平
成
二
十
年
度
一
般
会
計
補
正 

　
予
算
（
第
五
号
）
に
つ
い
て 

・
防
災
情
報
メ
ー
ル
の
運
用
開
始 

　
に
つ
い
て 

　
災
害
の
発
生
が
予
想
さ
れ
る
時
、

ま
た
は
発
生
時
等
に
避
難
情
報
や

生
活
関
連
情
報
を
、
登
録
さ
れ
た

住
民
の
方
の
パ
ソ
コ
ン
や
携
帯
電

話
に
メ
ー
ル
配
信
す
る
も
の
で
す
。 

・
第
四
次
斑
鳩
町
総
合
計
画
策
定 

　
の
た
め
の
町
づ
く
り
ア
ン
ケ
ー 

　
ト
調
査
に
つ
い
て 

・
旧
三
室
休
日
応
急
診
療
所
跡
地 

　
の
一
般
競
争
入
札
に
つ
い
て 

・
「
生
き
生
き
ふ
れ
あ
い
メ
モ
リ

ア
ル
ベ
ン
チ
」
、
「
町
立
図
書

館
メ
モ
リ
ア
ル
ブ
ッ
ク
」
に
つ

い
て 

・
斑
鳩
町
公
益
通
報
に
関
す
る
要

綱
に
つ
い
て 

・
学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
に
つ 

　
い
て 

・
都
市
計
画
道
路
法
隆
寺
線
の
整 

　
備
工
事
に
伴
う
中
央
公
民
館
の 

　
敷
地
変
更
予
定
に
つ
い
て 

　
以
上
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

　
そ
の
他
に
つ
い
て

 

・
消
防
呼
び
出
し
メ
ー
ル
の
誤
報 

　
の
原
因
と
管
理
に
つ
い
て 

・
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
に
つ
い

て 以
上
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。 

　
　
　
　
　
（
中
西
委
員
長
記
） 

 

議会を傍聴してみませんか！ 
　斑鳩町議会では、「開かれた議会」をめざしています。
みなさんの選んだ議員が、議場や委員会でどのような
発言をし、行政はどう答えているのか、みなさんご自
身でお確かめください。 
　また、会議録は庁舎ロビーや公民館、斑鳩町立図書
館でも閲覧できます。 

みなさんのご意見やご要望をお寄せ下さい。
〒６３６-０１９８ 
斑鳩町法隆寺西３-７-１２ 
斑鳩町議会事務局 
TEL　７４-１００１ 
FAX　７４-１０１１ 

（宛　先） 

最終処分場

いかるがパークウェイ　橋りょう下部工事

�����

一 般 質 問
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委員会のうごき



厚 生常任委員会 
　12月9日（火）全委員出席のもと、本

会議から付託を受けた事案などの審査を行

うために委員会を開催しました。

　
町
提
案
の
二
件
は

　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
五
十
一
号
、
斑
鳩
町
保

育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
来
年
度
の
国
の
保
育
料
徴
収
基

準
額
表
に
基
づ
き
、
必
要
な
文
言

を
追
加
す
る
改
正
を
行
う
が
、
現

在
の
社
会
経
済
状
況
を
考
え
、
保

育
料
は
値
上
げ
を
せ
ず
、
凍
結
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。 

◎
議
案
第
五
十
二
号
、
斑
鳩
町
乳

幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
現
行
の
制
度
を
拡
充
し
て
、
小

学
生
の
児
童
の
入
院
に
か
か
る
医

療
費
を
無
料
と
す
る
た
め
に
、
必

要
な
条
例
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。 

 

　
陳
情
・
要
望
な
ど
の
審
査
結
果

 

◎
陳
情
第
二
号
、
奈
良
県
社
会
保

険
病
院
の
公
的
機
関
と
し
て
の
存

続
・
拡
充
と
地
域
医
療
を
守
る
会

か
ら
の
要
望
書 

　
十
三
の
診
療
科
が
あ
る
が
、
特

に
産
婦
人
科
が
充
実
し
て
お
り
、

一
次
救
急
体
制
を
確
保
し
、
斑
鳩

町
を
含
む
北
和
地
区
で
、
月
曜
日

に
病
院
輪
番
を
担
っ
て
い
る
。
ま

た
、
小
児
科
救
急
の
二
次
輪
番
体

制
医
療
機
関
も
担
っ
て
い
る
。 

　
斑
鳩
町
と
関
連
が
あ
り
、
影
響

も
大
き
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
採

択
し
て
、
意
見
書
を
委
員
会
と
し

て
発
議
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
陳
情
第
四
号
、
小
吉
田
住
宅
自

治
会
か
ら
の
要
望
書 

　
「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
」
の

休
館
日
を
平
日
に
す
る
な
ど
し
て
、

土
・
日
・
祝
日
を
開
館
し
て
ほ
し

い
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
多
数
の
質
疑
・

意
見
が
あ
り
、
採
択
に
つ
い
て
は

賛
否
両
論
と
な
り
ま
し
た
。 

【
採
択
に
反
対
の
意
見
】 

　
休
館
日
の
問
題
は
す
で
に
議
論

を
重
ね
て
き
た
。
他
町
村
の
実
態

も
調
査
す
る
な
か
で
、
全
員
一
致

で
賛
同
し
た
。
今
後
の
推
移
を
見

て
検
討
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ま

ず
は
、
土
曜
日
の
事
業
等
の
充
実

を
す
べ
き
で
あ
る
。
平
日
の
休
館

は
、
職
員
の
就
業
規
則
な
ど
の
問

題
も
あ
り
、
開
館
か
ら
、
ま
だ
三
ヶ

月
し
か
た
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
現
時
点
で
は
、
こ
の
要
望
に

応
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
。 

【
採
択
に
賛
成
の
意
見
】 

　
建
物
は
い
ら
な
い
と
い
う
立
場

だ
っ
た
が
、
建
て
た
か
ら
に
は
、

維
持
管
理
費
が
か
か
る
こ
と
は
、

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
し
、
住
民

の
利
便
性
を
考
え
る
の
は
、
行
政

と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
保

健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政
部
門
を

閉
め
て
で
も
、
平
日
に
使
え
な
い

住
民
が
利
用
し
た
い
と
い
う
声
に

応
え
て
、
広
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
、
条
例
を
変
え
て
い
く
こ
と

も
議
会
の
役
割
で
あ
る
。 

　
以
上
の
意
見
に
よ
り
採
決
を
し

た
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

総
合
保
健
福
祉
会
館

「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
」の

運
営
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

　
十
一
月
の
利
用
状
況
や
、
総
合

保
健
福
祉
会
館
運
営
会
議
の
内
容

に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
た
あ
と
、 

　
委
員
よ
り 

1
歩
行
浴
室
の
シ
ャ
ワ
ー
に
つ
い 

　
て
、
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
安 

　
全
性
の
確
保
に
つ
い
て 

2
健
康
運
動
指
導
士
の
報
酬
と
活 

　
用
に
つ
い
て 

3
介
助
浴
室
の
利
用
状
況
に
つ
い 

　
て 

4
足
湯
の
囲
い
に
つ
い
て 

5
空
間
を
利
用
し
た
催
し
な
ど
に 

　
つ
い
て 

　
な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、

一
定
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
保
健
・
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
、
今

後
も
、
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

          

最
終
日
の
追
加
議
案
と
な
っ
た

　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

 

　
「
産
科
医
療
保
償
制
度
」
の
導

入
に
と
も
な
い
、
加
入
し
て
い
る

医
療
機
関
で
出
産
を
し
た
場
合
、

三
万
円
の
掛
け
金
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
掛
け
金
を
公
費
で
負
担
す
る

た
め
、
出
産
育
児
一
時
金
を
現
行

の
三
十
五
万
円
か
ら
三
十
八
万
円

に
変
更
す
る
た
め
の
条
例
改
正
に

な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
平
成
二

十
一
年
一
月
一
日
か
ら
の
適
用
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
終
の
決
定

が
議
会
初
日
に
間
に
合
わ
ず
、
追

加
議
案
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 

 

　
十
二
月
八
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
二
議

案
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
議
案
第
六
十
号
に
つ
い
て
は
、
可
決
し
、

請
願
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
継
続
審
査
事
案

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

建 
設
水
道
常
任
委
員
会 

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
議
案
第
六
十
号
、
平
群
町
公
共

下
水
施
設
を
本
町
に
設
置
し
、
本

町
住
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　
平
群
町
公
共
下
水
道
施
設
を
本

町
住
民
が
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
平

群
町
と
施
設
の
利
用
お
よ
び
維
持

管
理
に
関
し
て
協
議
を
行
い
、
行

政
区
域
界
に
設
置
さ
れ
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
公
共
下
水
道
施
設
を
相
互

に
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

無
駄
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
整
備
拡
大

を
し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
促

進
を
図
る
も
の
で
す
。 

◎
請
願
第
一
号
、
南
興
留
第
三
自

治
会
で
無
償
で
使
用
し
て
い
る
個

人
所
有
の
子
供
広
場
を
、
斑
鳩
町

に
買
い
取
り
を
求
め
る
請
願
書
に

つ
い
て

　
は
じ
め
に
、
事
務
局
よ
り
請
願

書
の
朗
読
の
後
、
各
委
員
よ
り
何

点
か
の
質
疑
が
あ
り
、
最
後
に
各

委
員
よ
り
、
請
願
書
に
対
す
る
ご

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
内
容
は
、
1
確
か
に
請
願

さ
れ
て
い
る
方
の
心
情
は
、
非
常

に
よ
く
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

町
と
し
て
財
政
的
に
非
常
に
困
難

な
中
で
、
各
種
団
体
の
補
助
金
の

削
減
等
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。
斑

鳩
町
全
体
の
財
政
運
営
の
中
で
、

公
有
地
で
な
い
公
園
は
、
十
箇
所

あ
り
、
こ
れ
を
全
て
負
担
す
る
と

な
れ
ば
、
財
政
的
に
破
綻
を
き
た

す
こ
と
に
な
る
。
2
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
は
、
町
と
し
て
前
向
き

に
行
う
べ
き
で
あ
る
。
3
公
園
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
、
今
回
の
請
願
を
一

つ
受
け
入
れ
る
と
、
斑
鳩
町
の
財

政
が
逼
迫
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

4
児
童
公
園
は
、
子
ど
も
の
遊
ぶ

場
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
が
集

う
場
所
と
し
て
、
大
切
な
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
、
請
願
者
の
方
々

の
気
持
ち
は
、
よ
く
分
か
る
が
、

町
の
財
政
的
な
面
を
考
え
る
と
、

こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
5
斑
鳩
町
が
、
こ
の
よ
う

な
公
園
を
買
い
取
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
他
の
地
域
に
お
い
て

も
同
じ
よ
う
な
買
い
取
り
を
お
願

い
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
財
政
的

に
無
理
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
取
り
ま
と
め
の
結
果
、
討
論
の

申
し
出
が
あ
り
、
討
論
を
行
っ
た

後
、
本
請
願
に
つ
い
て
は
、
賛
否

両
論
で
あ
り
、
採
決
を
行
い
ま
し

た
。 

　
本
請
願
書
を
採
択
す
る
こ
と
に

賛
成
の
委
員
の
挙
手
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
当
委
員
会
と
し
て
挙
手
少

数
で
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て 

　
平
成
二
十
年
十
一
月
末
現
在
の

接
続
に
関
す
る
状
況
は
、
申
請
受

付
件
数
が
千
六
百
五
十
四
件
、
検

査
済
み
件
数
が
千
六
百
十
六
件
、

融
資
あ
っ
せ
ん
利
用
件
数
が
二
十

八
件
、
浄
化
槽
雨
水
貯
留
施
設
転

用
総
数
が
二
十
件
と
な
っ
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
は
、
岩
瀬
橋
の
橋
梁
下
部
工

事
は
、
十
一
月
十
七
日
か
ら
再
開

し
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
左
岸
側 

の
橋
台
の
施
工
を
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
三
室
交
差
点
付
近
の
道
路

構
造
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
住
民

の
方
々
と
の
協
議
を
し
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
北
口
広
場
整
備
に
か
か
る
工
事

概
要
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
広
場

は
、
暫
定
的
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
設

置
し
て
お
り
、
今
回
、
広
場
内
の

動
線
を
整
理
し
、
円
滑
な
交
通
処

理
機
能
と
車
両
や
歩
行
者
等
の
安

全
を
確
保
す
る
工
事
を
実
施
す
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
そ
の
他
に
つ
い
て
理
事
者
の
方

か
ら
、
「
御
幸
大
橋
の
右
折
レ
ー

ン
」
の
設
置
工
事
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
の
大
和
川

に
か
か
る
御
幸
大
橋
の
河
合
側
の

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
か
ら
橋
脚
の
耐
震
補
強
工

事
が
県
の
事
業
で
進
め
ら
れ
、
今

般
、
高
田
土
木
事
務
所
で
上
部
工

事
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

橋
の
南
側
、
約
半
分
の
九
十
メ
ー

ト
ル
を
拡
幅
す
る
工
事
を
、
平
成

二
十
二
年
三
月
末
に
完
了
す
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
飯
�
委
員
長
記
）  

南興留第三自治会にある公園
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厚 生常任委員会 
　12月9日（火）全委員出席のもと、本

会議から付託を受けた事案などの審査を行

うために委員会を開催しました。

　
町
提
案
の
二
件
は

　
　
　
全
会
一
致
で
可
決

◎
議
案
第
五
十
一
号
、
斑
鳩
町
保

育
の
実
施
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
来
年
度
の
国
の
保
育
料
徴
収
基

準
額
表
に
基
づ
き
、
必
要
な
文
言

を
追
加
す
る
改
正
を
行
う
が
、
現

在
の
社
会
経
済
状
況
を
考
え
、
保

育
料
は
値
上
げ
を
せ
ず
、
凍
結
す

る
と
い
う
も
の
で
す
。 

◎
議
案
第
五
十
二
号
、
斑
鳩
町
乳

幼
児
医
療
費
助
成
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
に
つ
い
て 

　
現
行
の
制
度
を
拡
充
し
て
、
小

学
生
の
児
童
の
入
院
に
か
か
る
医

療
費
を
無
料
と
す
る
た
め
に
、
必

要
な
条
例
改
正
を
す
る
も
の
で
す
。 

 

　
陳
情
・
要
望
な
ど
の
審
査
結
果

 

◎
陳
情
第
二
号
、
奈
良
県
社
会
保

険
病
院
の
公
的
機
関
と
し
て
の
存

続
・
拡
充
と
地
域
医
療
を
守
る
会

か
ら
の
要
望
書 

　
十
三
の
診
療
科
が
あ
る
が
、
特

に
産
婦
人
科
が
充
実
し
て
お
り
、

一
次
救
急
体
制
を
確
保
し
、
斑
鳩

町
を
含
む
北
和
地
区
で
、
月
曜
日

に
病
院
輪
番
を
担
っ
て
い
る
。
ま

た
、
小
児
科
救
急
の
二
次
輪
番
体

制
医
療
機
関
も
担
っ
て
い
る
。 

　
斑
鳩
町
と
関
連
が
あ
り
、
影
響

も
大
き
い
と
い
う
こ
と
か
ら
、
採

択
し
て
、
意
見
書
を
委
員
会
と
し

て
発
議
す
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

◎
陳
情
第
四
号
、
小
吉
田
住
宅
自

治
会
か
ら
の
要
望
書 

　
「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
」
の

休
館
日
を
平
日
に
す
る
な
ど
し
て
、

土
・
日
・
祝
日
を
開
館
し
て
ほ
し

い
と
い
う
も
の
で
す
。 

　
委
員
そ
れ
ぞ
れ
の
多
数
の
質
疑
・

意
見
が
あ
り
、
採
択
に
つ
い
て
は

賛
否
両
論
と
な
り
ま
し
た
。 

【
採
択
に
反
対
の
意
見
】 

　
休
館
日
の
問
題
は
す
で
に
議
論

を
重
ね
て
き
た
。
他
町
村
の
実
態

も
調
査
す
る
な
か
で
、
全
員
一
致

で
賛
同
し
た
。
今
後
の
推
移
を
見

て
検
討
す
る
こ
と
も
あ
る
が
、
ま

ず
は
、
土
曜
日
の
事
業
等
の
充
実

を
す
べ
き
で
あ
る
。
平
日
の
休
館

は
、
職
員
の
就
業
規
則
な
ど
の
問

題
も
あ
り
、
開
館
か
ら
、
ま
だ
三
ヶ

月
し
か
た
っ
て
い
な
い
こ
と
も
あ

り
、
現
時
点
で
は
、
こ
の
要
望
に

応
え
る
の
は
無
理
が
あ
る
。 

【
採
択
に
賛
成
の
意
見
】 

　
建
物
は
い
ら
な
い
と
い
う
立
場

だ
っ
た
が
、
建
て
た
か
ら
に
は
、

維
持
管
理
費
が
か
か
る
こ
と
は
、

わ
か
っ
て
い
る
こ
と
だ
し
、
住
民

の
利
便
性
を
考
え
る
の
は
、
行
政

と
し
て
当
然
の
こ
と
で
あ
る
。
保

健
セ
ン
タ
ー
な
ど
の
行
政
部
門
を

閉
め
て
で
も
、
平
日
に
使
え
な
い

住
民
が
利
用
し
た
い
と
い
う
声
に

応
え
て
、
広
く
利
用
で
き
る
よ
う

に
し
、
条
例
を
変
え
て
い
く
こ
と

も
議
会
の
役
割
で
あ
る
。 

　
以
上
の
意
見
に
よ
り
採
決
を
し

た
結
果
、
賛
成
少
数
に
よ
り
、
不

採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

総
合
保
健
福
祉
会
館

「
生
き
生
き
プ
ラ
ザ
斑
鳩
」の

運
営
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て 

 

　
十
一
月
の
利
用
状
況
や
、
総
合

保
健
福
祉
会
館
運
営
会
議
の
内
容

に
つ
い
て
の
報
告
を
受
け
た
あ
と
、 

　
委
員
よ
り 

1
歩
行
浴
室
の
シ
ャ
ワ
ー
に
つ
い 

　
て
、
利
用
状
況
に
つ
い
て
、
安 

　
全
性
の
確
保
に
つ
い
て 

2
健
康
運
動
指
導
士
の
報
酬
と
活 

　
用
に
つ
い
て 

3
介
助
浴
室
の
利
用
状
況
に
つ
い 

　
て 

4
足
湯
の
囲
い
に
つ
い
て 

5
空
間
を
利
用
し
た
催
し
な
ど
に 

　
つ
い
て 

　
な
ど
の
質
疑
・
意
見
が
あ
り
、

一
定
の
審
査
を
行
い
ま
し
た
。 

　
保
健
・
福
祉
の
拠
点
と
し
て
の

機
能
が
確
立
さ
れ
る
よ
う
に
、
今

後
も
、
運
営
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し
て

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。 

          

最
終
日
の
追
加
議
案
と
な
っ
た

　
国
民
健
康
保
険
条
例
の
改
正

 

　
「
産
科
医
療
保
償
制
度
」
の
導

入
に
と
も
な
い
、
加
入
し
て
い
る

医
療
機
関
で
出
産
を
し
た
場
合
、

三
万
円
の
掛
け
金
が
必
要
と
な
る
。

そ
の
掛
け
金
を
公
費
で
負
担
す
る

た
め
、
出
産
育
児
一
時
金
を
現
行

の
三
十
五
万
円
か
ら
三
十
八
万
円

に
変
更
す
る
た
め
の
条
例
改
正
に

な
り
ま
す
。
こ
の
制
度
は
平
成
二

十
一
年
一
月
一
日
か
ら
の
適
用
と

な
っ
て
い
ま
す
が
、
最
終
の
決
定

が
議
会
初
日
に
間
に
合
わ
ず
、
追

加
議
案
と
な
っ
た
も
の
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 

 

　
十
二
月
八
日
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受
け
た
二
議

案
を
慎
重
に
審
議
し
た
結
果
、
議
案
第
六
十
号
に
つ
い
て
は
、
可
決
し
、

請
願
第
一
号
に
つ
い
て
は
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。

　
ま
た
都
市
基
盤
整
備
事
業
に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て
の
継
続
審
査
事
案

な
ど
に
つ
い
て
調
査
を
し
ま
し
た
。

　
そ
の
主
な
内
容
に
つ
い
て
の
概
要
を
報
告
い
た
し
ま
す
。

建 
設
水
道
常
任
委
員
会 

 

　
委
員
会
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
議
案
第
六
十
号
、
平
群
町
公
共

下
水
施
設
を
本
町
に
設
置
し
、
本

町
住
民
の
利
用
に
供
す
る
こ
と
に

つ
い
て

　
平
群
町
公
共
下
水
道
施
設
を
本

町
住
民
が
使
用
す
る
こ
と
か
ら
、

地
方
自
治
法
の
規
定
に
よ
り
、
平

群
町
と
施
設
の
利
用
お
よ
び
維
持

管
理
に
関
し
て
協
議
を
行
い
、
行

政
区
域
界
に
設
置
さ
れ
た
、
そ
れ

ぞ
れ
の
公
共
下
水
道
施
設
を
相
互

に
有
効
に
利
用
す
る
こ
と
に
よ
り
、

無
駄
な
く
ス
ム
ー
ズ
な
整
備
拡
大

を
し
、
公
共
下
水
道
へ
の
接
続
促

進
を
図
る
も
の
で
す
。 

◎
請
願
第
一
号
、
南
興
留
第
三
自

治
会
で
無
償
で
使
用
し
て
い
る
個

人
所
有
の
子
供
広
場
を
、
斑
鳩
町

に
買
い
取
り
を
求
め
る
請
願
書
に

つ
い
て

　
は
じ
め
に
、
事
務
局
よ
り
請
願

書
の
朗
読
の
後
、
各
委
員
よ
り
何

点
か
の
質
疑
が
あ
り
、
最
後
に
各

委
員
よ
り
、
請
願
書
に
対
す
る
ご

意
見
を
伺
い
ま
し
た
。 

　
そ
の
内
容
は
、
1
確
か
に
請
願

さ
れ
て
い
る
方
の
心
情
は
、
非
常

に
よ
く
分
か
り
ま
す
。
し
か
し
、

町
と
し
て
財
政
的
に
非
常
に
困
難

な
中
で
、
各
種
団
体
の
補
助
金
の

削
減
等
が
実
行
さ
れ
て
い
る
。
斑

鳩
町
全
体
の
財
政
運
営
の
中
で
、

公
有
地
で
な
い
公
園
は
、
十
箇
所

あ
り
、
こ
れ
を
全
て
負
担
す
る
と

な
れ
ば
、
財
政
的
に
破
綻
を
き
た

す
こ
と
に
な
る
。
2
子
ど
も
た
ち

の
た
め
に
は
、
町
と
し
て
前
向
き

に
行
う
べ
き
で
あ
る
。
3
公
園
に

つ
い
て
は
、
今
後
、
整
備
が
必
要

と
考
え
る
が
、
今
回
の
請
願
を
一

つ
受
け
入
れ
る
と
、
斑
鳩
町
の
財

政
が
逼
迫
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。

4
児
童
公
園
は
、
子
ど
も
の
遊
ぶ

場
と
し
て
、
ま
た
地
域
住
民
が
集

う
場
所
と
し
て
、
大
切
な
も
の
で

あ
る
と
認
識
し
、
請
願
者
の
方
々

の
気
持
ち
は
、
よ
く
分
か
る
が
、

町
の
財
政
的
な
面
を
考
え
る
と
、

こ
れ
を
受
け
入
れ
る
こ
と
は
で
き

な
い
。
5
斑
鳩
町
が
、
こ
の
よ
う

な
公
園
を
買
い
取
る
よ
う
な
こ
と

が
あ
れ
ば
、
他
の
地
域
に
お
い
て

も
同
じ
よ
う
な
買
い
取
り
を
お
願

い
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
、
財
政
的

に
無
理
で
あ
る
と
の
意
見
が
あ
り

ま
し
た
。 

　
取
り
ま
と
め
の
結
果
、
討
論
の

申
し
出
が
あ
り
、
討
論
を
行
っ
た

後
、
本
請
願
に
つ
い
て
は
、
賛
否

両
論
で
あ
り
、
採
決
を
行
い
ま
し

た
。 

　
本
請
願
書
を
採
択
す
る
こ
と
に

賛
成
の
委
員
の
挙
手
を
求
め
た
と

こ
ろ
、
当
委
員
会
と
し
て
挙
手
少

数
で
、
不
採
択
と
な
り
ま
し
た
。 

 

　
継
続
審
査
案
件
に
つ
い
て

◎
公
共
下
水
道
事
業
に
関
す
る
こ

と
に
つ
い
て 

　
平
成
二
十
年
十
一
月
末
現
在
の

接
続
に
関
す
る
状
況
は
、
申
請
受

付
件
数
が
千
六
百
五
十
四
件
、
検

査
済
み
件
数
が
千
六
百
十
六
件
、

融
資
あ
っ
せ
ん
利
用
件
数
が
二
十

八
件
、
浄
化
槽
雨
水
貯
留
施
設
転

用
総
数
が
二
十
件
と
な
っ
て
い
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
都
市
計
画
道
路
の
整
備
促
進
に

関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
い
か
る
が
パ
ー
ク
ウ
ェ
イ
に
つ

い
て
は
、
岩
瀬
橋
の
橋
梁
下
部
工

事
は
、
十
一
月
十
七
日
か
ら
再
開

し
、
現
在
ま
で
の
と
こ
ろ
左
岸
側 

の
橋
台
の
施
工
を
行
っ
て
い
る
。 

ま
た
、
三
室
交
差
点
付
近
の
道
路

構
造
に
つ
い
て
は
、
近
隣
の
住
民

の
方
々
と
の
協
議
を
し
て
い
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
Ｊ
Ｒ
法
隆
寺
駅
周
辺
整
備
事
業

に
関
す
る
こ
と
に
つ
い
て

　
北
口
広
場
整
備
に
か
か
る
工
事

概
要
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
広
場

は
、
暫
定
的
に
ロ
ー
タ
リ
ー
を
設

置
し
て
お
り
、
今
回
、
広
場
内
の

動
線
を
整
理
し
、
円
滑
な
交
通
処

理
機
能
と
車
両
や
歩
行
者
等
の
安

全
を
確
保
す
る
工
事
を
実
施
す
る

と
の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

◎
そ
の
他
に
つ
い
て
理
事
者
の
方

か
ら
、
「
御
幸
大
橋
の
右
折
レ
ー

ン
」
の
設
置
工
事
に
つ
い
て
の
報

告
が
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
内
容
は
、

県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
の
大
和
川

に
か
か
る
御
幸
大
橋
の
河
合
側
の

右
折
レ
ー
ン
の
設
置
に
つ
い
て
は
、

一
昨
年
か
ら
橋
脚
の
耐
震
補
強
工

事
が
県
の
事
業
で
進
め
ら
れ
、
今

般
、
高
田
土
木
事
務
所
で
上
部
工

事
が
実
施
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、

橋
の
南
側
、
約
半
分
の
九
十
メ
ー

ト
ル
を
拡
幅
す
る
工
事
を
、
平
成

二
十
二
年
三
月
末
に
完
了
す
る
と

の
報
告
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
飯
�
委
員
長
記
）  

南興留第三自治会にある公園
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委員会のうごき委員会のうごき
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委員会のうごき委員会のうごき

　
陳
情
第
三
号
は
採
択

　
議
場
で
の
国
旗
掲
揚
に
関
す
る

陳
情
に
つ
い
て
、
委
員
の
質
疑
・

意
見
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

（
問
）
陳
情
者
の
名
前
が
一
人
だ

け
で
、
外
五
名
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
方
た
ち
は
、
斑
鳩
町
の
方
な

の
か
。 

（
答
）
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
四
、

五
名
だ
っ
た
が
、
一
人
し
か
名
前

が
な
い
し
、
ど
こ
の
方
か
も
わ
か

ら
な
い
。 

（
問
）
近
隣
の
議
場
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
広
域
七
町
で
は
、
三
郷
町

と
安
堵
町
に
は
あ
る
が
、
そ
の
他

に
は
な
い
。 

◎
陳
情
の
要
旨
や
理
由
と
国
旗
が

ど
う
結
び
付
く
の
か
わ
か
ら
な
い

が
、
町
の
各
種
式
典
に
は
掲
揚
し

て
い
る
の
で
、
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。 

◎
も
う
少
し
調
査
、
研
究
す
る
必

要
も
あ
る
が
、
断
る
理
由
が
な
い
。

◎
新
庁
舎
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、

一
定
の
議
論
が
あ
っ
た
。
今
、
改

め
て
必
要
が
あ
る
の
か
と
も
思
う

が
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。 

な
ど
の
委
員
の
意
見
に
よ
り
、
採

択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

　
今
後
の
議
会
運
営
の

　
　
　
あ
り
方
に
つ
い
て

 

　
　

　
全
国
に
先
駆
け
て
、
実
施
を
し

て
き
た
複
数
常
任
委
員
会
制
の
検

証
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
全
国
で
も
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
県

下
で
は
ど
こ
も
や
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
、
参
考
に
な
る
例

も
な
く
、
こ
の
二
年
間
の
運
営
状

況
か
ら
、
独
自
に
方
向
を
定
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
民
の
代
表

と
し
て
の
議
会
の
責
務
を
果
た
す

た
め
、
慎
重
に
協
議
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 

 

　
十
二
月
十
一
日
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら

付
託
を
受
け
た
六
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
し
ま
し
た
。

予 
算
常
任
委
員
会 

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
五
号
）に
つ
い
て

　
今
回
、
目
立
っ
た
動
き
と
し
て

は
、
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
に

よ
る
経
済
状
況
悪
化
の
影
響
に
よ

り
、
町
民
税
や
株
の
配
当
割
交
付

金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
な

ど
が
合
計
で
二
千
八
百
万
円
の
減

額
補
正
。
ま
た
タ
ス
ポ
導
入
に
よ

る
影
響
で
、
た
ば
こ
税
も
三
千
五

百
万
円
の
減
額
補
正
が
行
わ
れ
、

歳
入
が
大
き
く
減
額
修
正
さ
れ
ま

し
た
。 

（
問
）
た
ば
こ
税
や
町
税
な
ど
歳

入
の
予
算
見
通
し
が
甘
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。 

（
答
）
当
初
予
算
を
編
成
す
る
時

期
に
、
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機

や
、
タ
ス
ポ
導
入
に
よ
る
影
響
を

見
通
す
の
は
、
難
し
か
っ
た
と
考

え
て
い
る
。 

（
問
）
株
券
の
電
子
化
が
進
ん
で

い
る
が
、
町
民
に
周
知
す
る
な
ど

の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
す
で
に
民
間
会
社
の
ほ
う

で
相
当
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
お
り
、
町
と

し
て
啓
発
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
配
当
割
交
付
金
は
、

景
気
の
動
向
を
考
え
る
と
、
今
後

も
減
る
と
い
う
見
通
し
で
あ
る
。 

（
問
）
私
立
幼
稚
園
に
行
く
場
合

の
費
用
が
、
町
立
幼
稚
園
に
行
く

場
合
よ
り
も
安
く
な
る
と
い
う
状

況
は
あ
る
の
か
。 

（
答
）
こ
れ
ま
で
は
一
部
の
所
得

階
層
で
そ
う
し
た
状
況
も
あ
っ
た

が
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
調
整
し
て
い
る
。 

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）
に
つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、
人
事
異
動
や
高

齢
者
医
療
制
度
の
電
算
シ
ス
テ
ム

変
更
に
伴
う
補
正
や
、
出
産
育
児

一
時
金
の
増
額
補
正
な
ど
で
し
た
。 

（
問
）
出
産
育
児
一
時
金
が
増
額

と
な
っ
て
い
る
が
出
産
数
は
ど
れ

く
ら
い
増
え
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
当
初
予
算
で
は
、
三
十
人

分
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
十
五
人

分
増
や
し
、
四
十
五
人
分
に
増
額

し
た
。 

（
問
）
毎
年
、
国
民
健
康
保
険
財

政
は
赤
字
分
を
翌
年
度
分
か
ら
繰

り
上
げ
て
充
当
し
て
い
る
が
、
赤

字
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
こ
れ
ま
で
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
や
、
二
年
続
け
て
国

保
税
の
引
き
上
げ
を
行
い
、
対
応

し
て
き
た
。
平
成
二
十
一
年
度
の

予
算
当
初
に
は
、
累
積
赤
字
が
六

億
円
か
ら
四
億
円
へ
、
二
億
円
程

減
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も

滞
納
対
策
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い

く
。 

（
問
）
病
気
を
予
防
す
る
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

（
答
）
今
年
度
か
ら
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
っ
た
。

町
は
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
と

し
て
、
被
保
険
者
に
対
し
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
対
象

者
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
ら
す
た
め
、

五
年
後
の
目
標
に
向
け
て
が
ん
ば

っ
て
い
く
。 

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
に
つ
い
て

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
に
つ
い
て 

　
以
上
、
二
議
案
の
主
な
内
容
は
、

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正

で
し
た
。 

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
に
つ
い
て 

　
主
な
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
変
更

に
伴
う
補
正
で
し
た
。 

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に

つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、
人
事
異
動
に
伴

う
補
正
と
三
代
川
に
か
か
る
水
管

橋
の
更
新
を
お
こ
な
う
た
め
、
企

業
債
限
度
額
を
千
四
百
万
円
増
額

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

（
問
）
水
道
管
更
新
事
業
に
伴
っ

て
出
る
古
い
管
は
産
業
廃
棄
物
に

な
る
の
か
。 

（
答
）
基
本
的
に
古
い
管
は
撤
去

し
て
い
る
が
、
そ
の
際
廃
棄
す
る

と
な
る
と
産
業
廃
棄
物
に
な
る
。

し
か
し
、
地
中
に
残
し
て
い
る
分

に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
は

な
ら
な
い
。 

　
以
上
、
六
議
案
は
す
べ
て
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
そ
の
他
に
つ
い
て 

 

委
員
よ
り
、 

○
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
沿
い
の 

　
電
光
掲
示
板
に
つ
い
て 

○
町
道
上
の
未
登
記
地
に
つ
い
て 

そ
れ
ぞ
れ
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
木
澤
委
員
長
記
） 

　
十
二
月
十
五
日
（
月
）
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受

け
た
事
案
と
継
続
審
査
案
件
な
ど
の
審
査
・
協
議
の
た
め
、
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 議 

会
運
営
委
員
会 

全 員協議会 

 

　
こ
れ
ま
で
の
協
議
経
緯

 

　
六
月
十
九
日
に
安
堵
町
議
会
よ

り
意
見
書
の
提
出
を
受
け
て
か
ら
、

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
取
扱

い
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
た
同
時
に
、
七
町
合
併

の
経
緯
の
勉
強
会
や
合
併
に
関
す

る
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
全
議
員
が
広
く
町
民
の

ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
と
と
も
に
、

各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
理
解
を
深
め

調
査
研
究
を
し
な
が
ら
、
九
月
定

例
会
中
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て

協
議
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
十
月
九
日
に
安
堵
町

議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
安
堵

町
と
斑
鳩
町
議
会
の
共
通
の
理
解

を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
十
一
月
十
一
日
に
は
、
斑
鳩
町

議
会
議
員
の
意
見
を
と
り
ま
と
め

て
結
論
を
出
し
、
安
堵
町
議
会
へ

の
回
答
文
書
を
作
成
す
る
た
め
、

全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

　
安
堵
町
と
の
合
併
協
議
は

　
行
わ
な
い
こ
と
で
結
論

　
全
員
協
議
会
で
は
、
全
議
員
か

ら
意
見
を
聞
き
、
多
く
の
議
員
か

ら
七
町
合
併
の
際
の
住
民
投
票
に

お
い
て
多
数
の
反
対
投
票
が
あ
っ

た
こ
と
、
町
民
の
意
向
も
多
く
の

方
が
合
併
を
望
ん
で
お
ら
れ
な
い

こ
と
、
現
時
点
で
は
合
併
す
る
状

況
に
は
な
い
こ
と
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
は
、
将
来

を
見
据
え
て
合
併
協
議
を
す
る
べ

き
と
の
少
数
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
斑
鳩
町
議
会
と
し
て
は
、
斑
鳩

町
単
独
町
制
を
望
ま
れ
る
町
民
が

依
然
と
し
て
多
く
、
町
議
会
と
し

て
町
民
の
意
思
を
尊
重
し
、
安
堵

町
と
の
合
併
協
議
は
行
わ
な
い
こ

と
と
し
、
近
隣
町
村
と
の
緊
密
な

連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
引
き

続
き
単
独
町
制
に
よ
る
自
立
的
・

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 

　
十
一
月
十
一
日
（
火
）
全
議
員
出
席
の
も
と
、
安
堵
町
議
会
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
「
斑
鳩
町
と
の
合
併
協
議
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い

て
協
議
す
る
た
め
、
全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。



����� !4!5

委員会のうごき委員会のうごき

　
陳
情
第
三
号
は
採
択

　
議
場
で
の
国
旗
掲
揚
に
関
す
る

陳
情
に
つ
い
て
、
委
員
の
質
疑
・

意
見
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

（
問
）
陳
情
者
の
名
前
が
一
人
だ

け
で
、
外
五
名
と
な
っ
て
い
る
が
、

そ
の
方
た
ち
は
、
斑
鳩
町
の
方
な

の
か
。 

（
答
）
持
っ
て
来
ら
れ
た
の
は
四
、

五
名
だ
っ
た
が
、
一
人
し
か
名
前

が
な
い
し
、
ど
こ
の
方
か
も
わ
か

ら
な
い
。 

（
問
）
近
隣
の
議
場
の
状
況
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
広
域
七
町
で
は
、
三
郷
町

と
安
堵
町
に
は
あ
る
が
、
そ
の
他

に
は
な
い
。 

◎
陳
情
の
要
旨
や
理
由
と
国
旗
が

ど
う
結
び
付
く
の
か
わ
か
ら
な
い

が
、
町
の
各
種
式
典
に
は
掲
揚
し

て
い
る
の
で
、
あ
っ
て
も
い
い
の

で
は
な
い
か
。 

◎
も
う
少
し
調
査
、
研
究
す
る
必

要
も
あ
る
が
、
断
る
理
由
が
な
い
。

◎
新
庁
舎
に
な
っ
た
と
き
な
ど
、

一
定
の
議
論
が
あ
っ
た
。
今
、
改

め
て
必
要
が
あ
る
の
か
と
も
思
う

が
、
ど
ち
ら
で
も
よ
い
。 

な
ど
の
委
員
の
意
見
に
よ
り
、
採

択
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。 

 

　
今
後
の
議
会
運
営
の

　
　
　
あ
り
方
に
つ
い
て

 

　
　

　
全
国
に
先
駆
け
て
、
実
施
を
し

て
き
た
複
数
常
任
委
員
会
制
の
検

証
を
お
こ
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で

す
が
、
全
国
で
も
や
っ
て
い
る
と

こ
ろ
は
、
ほ
ん
の
わ
ず
か
で
、
県

下
で
は
ど
こ
も
や
っ
て
い
な
い
と

い
う
こ
と
で
は
、
参
考
に
な
る
例

も
な
く
、
こ
の
二
年
間
の
運
営
状

況
か
ら
、
独
自
に
方
向
を
定
め
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
住
民
の
代
表

と
し
て
の
議
会
の
責
務
を
果
た
す

た
め
、
慎
重
に
協
議
を
し
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。 

　
　
　
　
　
（
里
川
委
員
長
記
） 

 

　
十
二
月
十
一
日
全
委
員
出
席
の
も
と
委
員
会
を
開
催
し
、
本
会
議
か
ら

付
託
を
受
け
た
六
議
案
に
つ
い
て
審
議
を
し
ま
し
た
。

予 
算
常
任
委
員
会 

 

　
付
託
議
案
に
つ
い
て

 

　
　

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
一
般
会

計
補
正
予
算（
第
五
号
）に
つ
い
て

　
今
回
、
目
立
っ
た
動
き
と
し
て

は
、
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機
に

よ
る
経
済
状
況
悪
化
の
影
響
に
よ

り
、
町
民
税
や
株
の
配
当
割
交
付

金
、
ゴ
ル
フ
場
利
用
税
交
付
金
な

ど
が
合
計
で
二
千
八
百
万
円
の
減

額
補
正
。
ま
た
タ
ス
ポ
導
入
に
よ

る
影
響
で
、
た
ば
こ
税
も
三
千
五

百
万
円
の
減
額
補
正
が
行
わ
れ
、

歳
入
が
大
き
く
減
額
修
正
さ
れ
ま

し
た
。 

（
問
）
た
ば
こ
税
や
町
税
な
ど
歳

入
の
予
算
見
通
し
が
甘
か
っ
た
の

で
は
な
い
か
。 

（
答
）
当
初
予
算
を
編
成
す
る
時

期
に
、
ア
メ
リ
カ
発
の
金
融
危
機

や
、
タ
ス
ポ
導
入
に
よ
る
影
響
を

見
通
す
の
は
、
難
し
か
っ
た
と
考

え
て
い
る
。 

（
問
）
株
券
の
電
子
化
が
進
ん
で

い
る
が
、
町
民
に
周
知
す
る
な
ど

の
対
策
は
考
え
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
す
で
に
民
間
会
社
の
ほ
う

で
相
当
Ｐ
Ｒ
さ
れ
て
お
り
、
町
と

し
て
啓
発
す
る
こ
と
は
考
え
て
い

な
い
。
ま
た
、
配
当
割
交
付
金
は
、

景
気
の
動
向
を
考
え
る
と
、
今
後

も
減
る
と
い
う
見
通
し
で
あ
る
。 

（
問
）
私
立
幼
稚
園
に
行
く
場
合

の
費
用
が
、
町
立
幼
稚
園
に
行
く

場
合
よ
り
も
安
く
な
る
と
い
う
状

況
は
あ
る
の
か
。 

（
答
）
こ
れ
ま
で
は
一
部
の
所
得

階
層
で
そ
う
し
た
状
況
も
あ
っ
た

が
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
は
そ
う

な
ら
な
い
よ
う
調
整
し
て
い
る
。 

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
国
民
健

康
保
険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
三
号
）
に
つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、
人
事
異
動
や
高

齢
者
医
療
制
度
の
電
算
シ
ス
テ
ム

変
更
に
伴
う
補
正
や
、
出
産
育
児

一
時
金
の
増
額
補
正
な
ど
で
し
た
。 

（
問
）
出
産
育
児
一
時
金
が
増
額

と
な
っ
て
い
る
が
出
産
数
は
ど
れ

く
ら
い
増
え
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
当
初
予
算
で
は
、
三
十
人

分
を
見
込
ん
で
い
た
が
、
十
五
人

分
増
や
し
、
四
十
五
人
分
に
増
額

し
た
。 

（
問
）
毎
年
、
国
民
健
康
保
険
財

政
は
赤
字
分
を
翌
年
度
分
か
ら
繰

り
上
げ
て
充
当
し
て
い
る
が
、
赤

字
対
策
は
ど
う
考
え
て
い
る
の
か
。 

（
答
）
こ
れ
ま
で
一
般
会
計
か
ら

の
繰
り
入
れ
や
、
二
年
続
け
て
国

保
税
の
引
き
上
げ
を
行
い
、
対
応

し
て
き
た
。
平
成
二
十
一
年
度
の

予
算
当
初
に
は
、
累
積
赤
字
が
六

億
円
か
ら
四
億
円
へ
、
二
億
円
程

減
る
と
見
込
ん
で
い
る
。
今
後
も

滞
納
対
策
な
ど
に
力
を
入
れ
て
い

く
。 

（
問
）
病
気
を
予
防
す
る
取
り
組

み
は
ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。 

（
答
）
今
年
度
か
ら
特
定
健
康
診

査
・
特
定
保
健
指
導
が
始
ま
っ
た
。

町
は
国
民
健
康
保
険
の
保
険
者
と

し
て
、
被
保
険
者
に
対
し
、
メ
タ

ボ
リ
ッ
ク
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
の
対
象

者
を
十
パ
ー
セ
ン
ト
減
ら
す
た
め
、

五
年
後
の
目
標
に
向
け
て
が
ん
ば

っ
て
い
く
。 

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
公
共
下

水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
に
つ
い
て

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
介
護
保

険
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
に
つ
い
て 

　
以
上
、
二
議
案
の
主
な
内
容
は
、

人
事
異
動
に
伴
う
人
件
費
の
補
正

で
し
た
。 

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
後
期
高

齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

二
号
）
に
つ
い
て 

　
主
な
内
容
は
、
後
期
高
齢
者
医

療
制
度
の
電
算
シ
ス
テ
ム
の
変
更

に
伴
う
補
正
で
し
た
。 

◎
平
成
二
十
年
度
斑
鳩
町
水
道
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に

つ
い
て

　
主
な
内
容
は
、
人
事
異
動
に
伴

う
補
正
と
三
代
川
に
か
か
る
水
管

橋
の
更
新
を
お
こ
な
う
た
め
、
企

業
債
限
度
額
を
千
四
百
万
円
増
額

す
る
と
い
う
も
の
で
し
た
。 

（
問
）
水
道
管
更
新
事
業
に
伴
っ

て
出
る
古
い
管
は
産
業
廃
棄
物
に

な
る
の
か
。 

（
答
）
基
本
的
に
古
い
管
は
撤
去

し
て
い
る
が
、
そ
の
際
廃
棄
す
る

と
な
る
と
産
業
廃
棄
物
に
な
る
。

し
か
し
、
地
中
に
残
し
て
い
る
分

に
つ
い
て
は
、
産
業
廃
棄
物
と
は

な
ら
な
い
。 

　
以
上
、
六
議
案
は
す
べ
て
原
案

通
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

  

　
そ
の
他
に
つ
い
て 

 

委
員
よ
り
、 

○
県
道
大
和
高
田
斑
鳩
線
沿
い
の 

　
電
光
掲
示
板
に
つ
い
て 

○
町
道
上
の
未
登
記
地
に
つ
い
て 

そ
れ
ぞ
れ
、
質
疑
が
あ
り
ま
し
た
。 

（
木
澤
委
員
長
記
） 

　
十
二
月
十
五
日
（
月
）
全
委
員
出
席
の
も
と
、
本
会
議
か
ら
付
託
を
受

け
た
事
案
と
継
続
審
査
案
件
な
ど
の
審
査
・
協
議
の
た
め
、
委
員
会
を
開

催
し
ま
し
た
。 議 

会
運
営
委
員
会 

全 員協議会 

 

　
こ
れ
ま
で
の
協
議
経
緯

 

　
六
月
十
九
日
に
安
堵
町
議
会
よ

り
意
見
書
の
提
出
を
受
け
て
か
ら
、

議
会
運
営
委
員
会
に
お
い
て
取
扱

い
に
つ
い
て
協
議
を
重
ね
て
き
ま

し
た
。
ま
た
同
時
に
、
七
町
合
併

の
経
緯
の
勉
強
会
や
合
併
に
関
す

る
勉
強
会
を
行
い
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
全
議
員
が
広
く
町
民
の

ご
意
見
を
お
聴
き
す
る
と
と
も
に
、

各
議
員
が
そ
れ
ぞ
れ
理
解
を
深
め

調
査
研
究
を
し
な
が
ら
、
九
月
定

例
会
中
の
全
員
協
議
会
に
お
い
て

協
議
し
ま
し
た
。 

　
さ
ら
に
、
十
月
九
日
に
安
堵
町

議
会
議
員
と
の
意
見
交
換
会
を
行

い
、
ご
意
見
を
お
聞
き
し
、
安
堵

町
と
斑
鳩
町
議
会
の
共
通
の
理
解

を
深
め
た
と
こ
ろ
で
す
。 

　
十
一
月
十
一
日
に
は
、
斑
鳩
町

議
会
議
員
の
意
見
を
と
り
ま
と
め

て
結
論
を
出
し
、
安
堵
町
議
会
へ

の
回
答
文
書
を
作
成
す
る
た
め
、

全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。 

 

　
安
堵
町
と
の
合
併
協
議
は

　
行
わ
な
い
こ
と
で
結
論

　
全
員
協
議
会
で
は
、
全
議
員
か

ら
意
見
を
聞
き
、
多
く
の
議
員
か

ら
七
町
合
併
の
際
の
住
民
投
票
に

お
い
て
多
数
の
反
対
投
票
が
あ
っ

た
こ
と
、
町
民
の
意
向
も
多
く
の

方
が
合
併
を
望
ん
で
お
ら
れ
な
い

こ
と
、
現
時
点
で
は
合
併
す
る
状

況
に
は
な
い
こ
と
な
ど
の
意
見
が

あ
り
ま
し
た
。
一
方
で
は
、
将
来

を
見
据
え
て
合
併
協
議
を
す
る
べ

き
と
の
少
数
意
見
も
あ
り
ま
し
た
。 

　
斑
鳩
町
議
会
と
し
て
は
、
斑
鳩

町
単
独
町
制
を
望
ま
れ
る
町
民
が

依
然
と
し
て
多
く
、
町
議
会
と
し

て
町
民
の
意
思
を
尊
重
し
、
安
堵

町
と
の
合
併
協
議
は
行
わ
な
い
こ

と
と
し
、
近
隣
町
村
と
の
緊
密
な

連
携
強
化
を
図
り
な
が
ら
、
引
き

続
き
単
独
町
制
に
よ
る
自
立
的
・

主
体
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。 

 
　
十
一
月
十
一
日
（
火
）
全
議
員
出
席
の
も
と
、
安
堵
町
議
会
か
ら
提
出

さ
れ
ま
し
た
「
斑
鳩
町
と
の
合
併
協
議
推
進
を
求
め
る
意
見
書
」
に
つ
い

て
協
議
す
る
た
め
、
全
員
協
議
会
を
開
催
し
ま
し
た
。
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奈良県知事・政府関係機関
　に2件の意見書を送付
奈良県知事・政府関係機関
　に2件の意見書を送付

奈良県立三室病院における産婦人科医師の緊急確保及び
安定した産科医療体制の充実を求める意見書

　奈良県内では、妊産婦に関わる痛ましい出来事をきっかけに、県下の産科医療体制の脆弱さが浮き彫りとなり、

緊急的対応が急務となっている。

　また、厚生労働省が公表した全国の医師数統計によると、１５～４９歳女子人口１０万人当たりの産科・産婦人科の

医師数が奈良県では３１．９人で全国平均を遥かに下回っており、都道府県によっては倍以上の開きがあるなど、医師

数の深刻な地域格差が明らかになった。

　そのような状況下にもかかわらず、これまで王寺周辺広域７ケ町（平群町・三郷町・斑鳩町・安堵町・上牧町・王寺

町・河合町）の住民を支えてきた奈良県立三室病院では、平成１７年４月に産婦人科の常勤医師が３名から２名に減員、

今後更に１名の医師の退職で常勤医１人での産科継続が困難なため、来年４月以降に出産予定を迎える新規の受付

を停止している状況である。これは、近隣地域住民にとって極めて深刻であり、生命に関わる重大な問題である。

　よって、県当局におかれては、県民の生命、健康を最重点事項として取組み、安心して子どもを産むことが出来る

体制整備に努め、緊急に奈良県立三室病院の産婦人科医師を確保し、安定した産科医療体制が充実するよう昨年

に引き続き強く求める。

　以上、地方自治法第９９条の規定に基づき、意見書を提出する。

　平成２０年１２月１日

　奈良県斑鳩町議会

奈良社会保険病院の公的機関としての存続を求める意見書

　産科や小児科の閉鎖、地域医療の崩壊が大きな国民不安となっている。その中にあって奈良社会保険病院は、様々

な医療の需要に応える地域に密着した中核的な病院としてだけでなく、産科医療、小児救急、看護師の養成など、

奈良県の医療を守るうえでも多大な貢献をしている。

　とりわけ、産婦人科の救急体制、小児科の２次救急において、奈良県北和地区の重要な、なくてはならない医療機

関となっている。

　ところが、社会保険庁の全国健康保険協会への移行に伴い、今年９月３０日をもって社会保険病院や介護老人保

健施設などの保有は、社会保険庁から「独立行政法人年金・健康保険福祉施設整理機構」に移管され、平成２２年１０

月を目途に適切な譲渡先を検討することとされている。

　もし、経営移譲に伴い同病院が地域において果たしてきた医療機能が低下することになれば、地域住民の医療確

保の困難だけでなく、奈良県の医療体制にも重大な影響を及ぼすことが危惧される。

　医療制度や保険料などが目まぐるしく変わることでも国民は不安や不満をかかえていることに加え、重要な医療

機関の今後の動向がつかめないというのは、さらに不安や不満が募る一方となる。

　よって、国におかれては、奈良社会保険病院が地域医療において重要な役割を果たしてきたことに鑑み、地域の

医療体制を損なわないためにも、引き続き公的病院として存続するよう強く要望する。

　以上、地方自治法第９９条の規定により意見書を提出する。

　平成２０年１２月１７日

奈良県斑鳩町議会

　１２月定例会では、「奈良県立三室病院における産婦人科医師

の緊急確保及び安定した産科医療体制の充実を求める意見書」、

「奈良社会保険病院の公的機関としての存続を求める意見書」

が委員会提案され、いずれも満場一致で可決しました。

友好都市の長野県飯島町議会が斑鳩町を訪問され、
植樹式・施設見学、斑鳩町議会との意見交換会などが行われました

11月23日に、生き生
きプラザ斑鳩において、
植樹式が行われました。

役場3階会議室にお
いて、議会運営などに
ついての活発な意見
交換が行われました。

飯島町より、イチイの
木をご寄贈いただき、
生き生きプラザ斑鳩
敷地内に植樹しました。

長野県　飯島町
　平成10年2月に斑鳩
町と友好都市となる。
　町、議会をはじめ、町
内各種団体や、小中学
生などの交流を通じ、友
好を深めている。また、
産業フェスティバルの物
産交流も行っている。
　災害時には、相互応援
を行うことになっている。
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木
　
澤
　
正
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中
　
西
　
和
　
夫 

里

川

宜

志

子

 

　
分
か
っ
て
い
て
も
、

い
ざ
自
身
の
身
に
降
り 

掛
か
る
と
、
巧
妙
な
手 

口
に
つ
い
だ
ま
さ
れ
て 

し
ま
う
「
振
り
込
め
詐 

欺
」
◆
昨
年
は
、
特
に 

被
害
者
が
急
増
し
、
過 

去
最
高
の
ペ
ー
ス
で
推 

移
し
、
被
害
者
の
約
七 

割
が
女
性
で
、
特
に
高

齢
者
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。 

◆
「
自
分
は
大
丈
夫
」
と
い
う
「
心

の
隙
」
を
突
か
れ
る
こ
と
が
な
い

よ
う
、
振
り
込
め
詐
欺
の
手
口
を

よ
く
知
り
、
家
族
と
相
談
し
、
注

意
す
る
こ
と
が
必
要
で
す
。 

　*

　*

　*

　*

　*

　*

　*

　* 

　
十
二
月
定
例
議
会
で
は
、
数
多

く
の
議
案
等
が
提
出
さ
れ
、
慎
重

に
審
議
し
ま
し
た
。
特
に
、
陳
情

書
・
請
願
書
・
意
見
書
が
多
く
、

こ
れ
ら
を
議
長
が
受
理
し
た
後
、

議
会
運
営
委
員
会
で
、
所
管
の
各

委
員
会
へ
付
託
さ
れ
、
審
議
し
ま

し
た
。
◆
「
採
択
」
あ
る
い
は
「
不

採
択
」
は
、
各
委
員
の
自
主
判
断

に
よ
り
ま
す
が
、
一
般
的
に
「
提

出
者
の
願
意
が
実
情
に
あ
て
は
ま
っ

て
い
る
の
か
、
適
切
で
あ
る
の
か
」

「
実
現
の
可
能
性
が
あ
る
の
か
」 

ま
た
場
合
に
よ
っ
て
は
、
財
源
が

伴
う
こ
と
か
ら
、
将
来
の
財
政
状

況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
厳
格
に
判

断
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
い

ず
れ
に
し
て
も
、
今
後
も
、
住
民

の
要
望
を
受
け
、
誠
実
に
慎
重
を

期
し
て
審
議
し
て
ま
い
り
ま
す
。 

◆
議
会
最
終
日
の
新
聞
記
事
に
、

斑
鳩
町
は
、
昨
今
、
妊
婦
に
係
わ

る
問
題
が
多
い
な
か
、
「
妊
婦
健

診
公
費
負
担
を
拡
充
、
現
行
の
三

倍
、
十
五
回
に
」
す
る
と
発
表
し

ま
し
た
。
今
後
「
子
ど
も
を
安
心

し
産
み
育
て
る
ま
ち
づ
く
り
の
一

層
の
推
進
を
図
る
た
め
」
の
も
の

で
す
。 

◆
本
年
も
、
住
民
の
皆
様
に
お
応

え
で
き
る
議
会
だ
よ
り
と
な
る
よ

う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

（
飯
�
委
員
長
記
） 
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